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©2009 ZIH Corp. このマニュアルおよびラベル ・ プ リ ンタ内のソフ ト ウェアおよ
びファームウェアの著作権は、 ZIH Corp. が所有しています。 このマニュアルま
たはラベル・プ リ ンタ内のソフ ト ウェアおよびファームウェアを不正に複製する
と、1 年以内の禁固刑または 10,000 ドル以下の罰金が課せられるこ とがあ り ます
(17U.S.C.506)。 著作権違反者は、 民事責任の対象にな り ます。 すべての商標およ
び登録商標はそれぞれの所有者に属します。 無断複写、 転載を禁じます。

この製品には、 ZPL®、 ZPL II®、 および ZebraLink™ の各プログラム、 Element
Energy Equalizer™ 回路、 E3®、 および Monotype Imaging フォン トが使用されてい
ます。 Software ©ZIH corp. All rights reserved worldwide.

ZebraLink およびすべての製品名と製品番号は商標であ り、 Zebra、 Zebra のロゴ、
ZPL、 ZPL II、 Element Energy Equalizer 回路、および E3 回路は ZIH corp. の登録商
標です。 All rights reserved worldwide.Monotype®、 Intellifont® および UFST® は、
Monotype Imaging, Inc. の商標で、 米国の特許商標局では登録済みで、 特定の管轄
区域でも登録可能です。 

CG Triumvirate は Monotype Imaging, Inc. の商標で、 特定の管轄区域でも登録可能
です。

TrueType® は Apple Computer, Inc. の商標で、 米国の特許商標局に登録済みで、 特
定の管轄区域でも登録可能です。

所有権の宣言

このマニュアルには、 Zebra Technologies Corporation およびその子会社 ( 「Zebra
Technologies」 ) が所有する情報が含まれています。 このマニュアルの唯一の目的
は、 記載されている機器を操作および保守するユーザーに情報を提供するこ とで
す。 Zebra Technologies の書面による許可なしに、 その他の目的のためにこのよ う
な独自の情報を使用、 複製、 または他者に開示するこ とは禁じられています。

製品の改善

製品を継続的に改善していく こ とは、 Zebra Technologies のポ リシーです。 すべて
の仕様や設計は、 通知なしに変更される場合があ り ます。

責任の放棄

Zebra Technologies では、公開されているエンジニア リ ング仕様およびマニュアル
に誤りが含まれていないよ う、 万全の対策を講じていますが、 誤りが発生するこ
と もまれにあ り ます。 Zebra Technologies では、 誤りが発見された場合にそれを補
正し、 その誤りから生じる責任を放棄する権利を有しています。

責任の制限 

いかなる場合においても、 Zebra Technologies、 または付属の製品 ( ハードウェア
およびソフ ト ウェアを含む ) の作成、 製造、 または配布にかかわるその他の関係
者は、 本製品の使用、 使用した結果、 または使用できなかった結果から生じるす
べての損害 ( 業務利益の損失、 業務の中断、 または業務情報の損失を含む派生的
損害を含むがそれに限定されない ) に対し、 Zebra Technologies がそのよ うな損害
の発生する可能性を通告されていた場合でも、 一切責任を負いません。 管轄区域
によっては、 付随的または派生的損害の除外または制限を認めていない場合があ
るため、 上記の制限または除外はお客様に適用されないこ とがあ り ます。
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カナダの DOC 準拠に関する声明

This Class B digital apparatus complies with Canadian ICES-003. （このク ラス  B デジタル
装置は、 カナダの ICES-003 に準拠しています。） 
Cet appareil num 屍 ique de la classe B est conforme à la norme NMB-003 du Canada.

FCC 準拠に関する声明

このデバイスは Part 15 規則に準拠しています。 動作は以下の 2 条件に従っていなけ
ればなり ません。

1. 当該デバイスによって有害な干渉が発生するこ とはない。

2. 当該デバイスは、 予想外の動作を引き起こす可能性のある干渉も含め、 すべての
干渉を受け入れなければならない。

この機器は、 FCC 規則第 15 条に従った、 ク ラス  B デジタル ・デバイスの制限に準拠
しているこ とが、 検査によ り確認されています。 これらの制限は、 機器を居住環境内
で操作した場合に、 有害な干渉に対して妥当な保護を提供する目的で、 設定されてい
るものです。 この機器は、 無線周波数エネルギーを生成および使用し、 それらを放射
する可能性があり ます。 したがって、 製品のマニュアルに従って設置および使用しな
かった場合、 無線通信に有害な干渉を引き起こすこ とがあ り ます。 ただし、 干渉が特
定の設置で発生しないという保証はあり ません。 この機器が無線またはテレビの受信
に有害な干渉を引き起こす場合は、次の 1 つ以上の対策を講じるこ とをお勧めします。

• 受信アンテナの向きまたは場所を変えます。

• 機器と受信機の距離を開けます。

• 受信機が接続されている回路とは別の回路のコンセン トに機器を接続します。

• ご不明点がある場合は、 販売業者、 または経験豊富な RF サービス技術者にご相
談ください。 

Zebra Technologies によ り明示的に承認されていない変更や改造を行う と、装置を操作
する権限を失う可能性があるので、注意してください。仕様に準拠するため、 このプ
リ ンタには完全に遮蔽された通信ケーブルを使用する必要があ り ます。

環境管理

この製品は地方自治体の廃棄物処理に従って処分してください。これはリサイクル可
能製品ですので、 その地区の基準に従って リサイクルを行ってください。 

詳細につきましては、 下記の当社 Web サイ ト をご覧ください。 

Web アドレス ： www.zebra.com/environment
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本書について
このセクシ ョ ンには、連絡先、文書の構造と組織、および他の参考文献が含まれてい
ます。
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対象読者

本書ユーザー・ガイ ドは、プ リ ンタの操作または問題の解決を行う必要がある読者を
対象に書かれています。

本書の構成

本書ユーザー ・ ガイ ドは以下のよ うに構成されています。

項 説明

「はじめに」 （1  ページ） このセクシ ョ ンでは、 製品ボッ クスの内
容とプ リ ンタ機能の概要について説明し
ます。 また、 プ リ ンタの開閉方法と ト ラ
ブルが発生したと きの処理手続きについ
て解説します。

「プ リ ンタを使用する前に」（11  ページ） このセクシ ョ ンでは、 最初にプ リ ンタを
設定し、 用紙を装着する最も一般的な操
作手順について説明します。

「印刷操作」 （33  ページ） このセクシ ョ ンでは、用紙と印刷の処理、
フォン ト と言語のサポート、 それほど一
般的ではないプ リ ンタ設定のセッ ト アッ
プについて説明します。 

「プ リ ンタ ・ オプシ ョ ン」 （49  ページ） このセクシ ョ ンでは、一般的なプリ ンタ ・
オプシ ョ ンやアクセサ リに関する簡単な
説明と、 使用方法や設定方法について説
明します。

「メ ンテナンス」 （65  ページ） このセクシ ョ ンでは、定期的なク リーニン
グおよびメ ンテナンスの手順について説
明します。

「 ト ラブルシューティング」（77  ページ） このセ ク シ ョ ンでは、 ト ラブルシュー
ティ ングが必要なプ リ ンタのエラー報告
について説明します。 各種診断テス ト も
含まれています。

「付録」 （91  ページ） このセクシ ョ ンでは、追加のインターフェ
イス情報や配線図によって、プリ ンタ とホ
ス ト ・ システム ( 通常は PC) の統合をサ
ポート します。
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連絡先

インターネッ ト を利用した技術サポートは、 年中無休、 24 時間受け付け可能です。

Web サイ ト : www.zebra.com
電子メールバック技術ライブラリ :

• 電子メールアドレス : emb@zebra.com 
• サブジェク ト ・ ライン : Emaillist 

セルフサービスナレッジベース : www.zebra.com/knowledgebase

オンラインケース登録 : www.zebra.com/techrequest  

連絡先の部門 南アメ リカ / 北アメ リカ
ヨーロッパ、 アフリカ、 

中東、 インド
アジア太平洋

地域本部 Zebra Technologies International, LLC
333 Corporate Woods Parkway
Vernon Hills, IL 60061-3109
U.S.A.

電話 : +1 847 793 2600
フ リーダイヤル : +1 800 423 0422
F: +1 847 913 8766

Zebra Technologies Europe Limited
Dukes Meadow
Millboard Road
Bourne End
Buckinghamshire, SL8 5XF
英国

電話 : +44 (0) 1628 556000
F: +44 (0) 1628 556001

Zebra Technologies Asia 
Pacific Pte. Ltd.
120 Robinson Road
#06-01 Parakou Building
Singapore 068913

電話 : + 65 6858 0722
F:  +65 6885 0838

技術サポート

Zebra 機器およびソフ ト ウェアの

操作の質問については、 流通業

者にお問い合わせください。 さ

らに援助が必要な場合は、 弊社

までご連絡ください。

モデル番号とシ リアル番号をご

用意ください。

電話 :+1 877 ASK ZEBRA (275 9327)
F: +1 847 913 2578

ハードウェア :ts1@zebra.com 
ソフ ト ウェア :ts3@zebra.com  

電話 : +44 (0) 1628 556039
F: +44 (0)  1628 556003

電子メール :Tseurope@zebra.com 

電話 : +65 6858 0722
F: +65 6885 0838

電子メール : 中国 : 
tschina@zebra.com
その他の地域 :
tsasiapacific@zebra.com

修理サービス部門

バックツーベースサービスと修

理について。

電話 :+1 877 ASK ZEBRA (275 9327)
F: +1 847 821 1797

電子メール :repair@zebra.com 

米国で修理を依頼するには、

www.zebra.com/repair を参照してく

ださい。  

電話 : +44 (0) 1772 693069
F: +44 (0) 1772 693046 

新しい要求 :ukrma@zebra.com 
ステータス更新 :
repairupdate@zebra.com 

電話 : +65 6858 0722
F: +65 6885 0838

電子メール : 中国 : 
tschina@zebra.com
その他の地域 :
tsasiapacific@zebra.com

技術トレーニング部門

Zebra 製品ト レーニング ・ コース

について。

電話 : +1 847 793 6868
電話 : +1 847 793 6864
F: +1 847 913 2578

電子メール :ttamerica@zebra.com 

電話 : +44 (0) 1628 556000
F: +44 (0) 1628 556001

電子メール
:Eurtraining@zebra.com 

電話 : + 65 6858 0722
F: +65 6885 0838

電子メール : 中国 : 
tschina@zebra.com

その他の地域 :
tsasiapacific@zebra.com

照会部門

製品文献、 流通業者および販売

会社に関する情報について。

電話 :+1 877 ASK ZEBRA (275 9327)

電子メール :inquiry4@zebra.com 

電話 : +44 (0) 1628 556037
F: +44 (0) 1628 556005

電子メール :mseurope@zebra.com 

電子メール : 中国
:GCmarketing@zebra.com
その他の地域 :
APACChannelmarketing@zebra.

カスタマ ・サービス部門 （米国）

社内販売部門 （英国）

プリ ンタ本体、 パーツ、 用紙、

リボンに関するお問い合わせは、

最寄の販売代理店または弊社ま

でご連絡ください。

電話 :+1 877 ASK ZEBRA (275 9327)

電子メール :clientcare@zebra.com 

電話 : +44 (0) 1628 556032
F: +44 (0) 1628 556001

電子メール :cseurope@zebra.com 

電話 : +65 6858 0722 
F: +65 6885 0836 

電子メール : 中国 :order-
csr@zebra.com
その他の地域 :
csasiapacific@zebra.com 

キー : T: 電話
F: ファ クシ ミ リ
E: 電子メール
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文書の表記規則

本書では、 特定の情報を提供するにあたって次の表記規則が使用されます。

代替色  ( オンラインのみ ) 相互参照には、このガイ ドの別の項にジャンプするための
ホッ ト ・ リ ンクが含まれています。このガイ ドを .pdf 形式でオンライン表示している
場合に、相互参照 ( 青いテキス ト ) をク リ ッ クする と、参照先に直接ジャンプします。 

コマンド ラインの例  コマン ド ラ インの例は Courier New フォン ト で表示されま
す。たとえば、bin ディ レク ト リに含まれるインス トール後のスク リプ トにアクセス
するには、 ZTools を入力します。

ファイルとディ レク ト リ   ファ イル名とディ レ ク ト リ は Courier New フォン ト で
表示されます。 た と えば、 Zebra<version number>.tar フ ァ イルや /root
ディ レク ト リ などのよ うに表示されます。

絵記号の意味

注意 • 静電気放電の危険があることを警告します。

注意 • 電気シ ョ ッ クを受ける危険があることを警告します。

注意 • 過剰な温度の上昇によって火傷を負う危険があることを警告します。

注意 • 切断が起こる状況または領域があることを警告します。

注意 • 特定の操作を実行しなかった場合、 または特定の操作を避けなかった場合、 身体に
負傷を及ぼす危険があることを警告します。

注意 • ( 絵記号なし ) 特定の操作を実行しなかった場合、 または特定の操作を避けられな
かった場合、 ハードウェアに損傷を及ぼす危険があることを警告します。

重要 • タスクを完了するために重要な情報を通知します。

注記 •  本文の要点を強調または補足する中立的情報または肯定的情報を示します。

例 • テキス トの内容を明確にするための例やシナリオを提供します。
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1
はじめに
このセクシ ョ ンでは、 製品ボッ クスの内容とプ リ ンタ機能の概要について説明しま
す。 また、プ リ ンタの開閉方法と ト ラブルが発生したと きの処理手続きについて解説
します。
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はじめに
TLP 2824 Plus™ サーマルプリンタ

2

TLP 2824 Plus™ サーマルプリンタ

Zebra TLP 2824 Plus™ モデルは豊富な機能を備えたク ラ ス最高のデスク ト ッ プ・ サー
マル・ プリ ンタです。 TLP 2824 Plus™ プリ ンタの熱転写、およびダイレク ト ・ サーマ
ル印刷の速度は、2.03 dpi ( インチ当たり のド ッ ト 数 ) の印刷密度で最大 4 ips (1 秒当
たり のインチ数 ) です。 TLP 2824 Plus™ プリ ンタの機能 :

• プリ ンタ言語の自動検出、ZPL と  EPL プログラ ミ ングの自動切り替え、およびラ
ベル ・ フォーマッ ト

• OpenAccess 設計で用紙のセッ トが容易

• 極めてコンパク ト なプリ ンタフッ トプ リ ン ト

• カラー ・ コードによる操作方法と用紙ガイ ド

• 常駐スケーラブル ・ フォン ト、 フォン トのダウンロード、 Unicode フォン ト と常
駐ビッ トマップ ・ フォン トのサポート

• true 4 ips ( インチ /秒 ) 印刷速度および 32 ビッ トプロセッサでプリ ンタのパフォー
マンスを改善。

• プラグ＆プレイ統合を実現する適応性の高い自動シ リ アルポート ケーブル検出と
構成。

• 印字ヘッ ド ・ テス ト と メ ンテナンスの通知。

• 顧客パラ メータを保持する一方でプリ ンタを出荷時設定値に設定する リセッ ト ボ
タン。

• レガシー Zebra 2824 プリ ンタ ・ モデルと後方互換。 

TLP 2824 Plus™ プ リ ンタには次のよ う な幅広いプリ ンタ ・ オプシ ョ ンが用意されて
います。

• ラベル ・ディ スペンス  ( 剥離 )

• 内部 10/100 プリ ン ト ・ サーバおよびイーサネッ ト ・ インターフェイス

• 汎用用紙カッター

• 搭載 RTC ( リ アル ・ タイム ・ ク ロ ッ ク ) とフル ・ フラ ッシュ ・ メモ リ  

• 中国語 ( 簡体字と繁体字 )、日本語、韓国語の大型の文字セッ ト用のプリ ンタ設定
オプシ ョ ンを含むアジア系言語のサポート

• Zebra ZBI 2 (Zebra BASIC Interpreter) プログラ ミ ング言語 ZBI では、 すべて PC や
ネッ ト ワークに取り付けるこ とな く、プロセスの自動化、周辺機器の使用 ( スキャ
ナ、 スケール、 キーボード、 Zebra KDU、 KDU Plus など ) を行える、 カスタム ・
プ リ ンタ操作を作成できます。

このユーザー・ ガイド では、 プリ ンタを日常的に操作する上で必要と なる情報を網羅
しています。 ラベル ・ フォーマッ ト の作成は、 お手元のプログラ ミ ング・ ガイド 、 ま
たは Zebra Designer などのラベル・デザイン用のアプリ ケーショ ンを参照してく ださい。

このプリ ンタは、 ホス ト ・ コンピュータに接続される と、 ラベルと タグを印刷する完
全なシステムと して機能します。 

注記 • プリ ンタ設定の多くは、 プ リ ンタ ・ ド ラ イバかラベル設計ソフ ト ウェアによっ
てコン ト ロールされています。詳細はド ライバまたはソフ ト ウェアのマニュアルを参
照してください。
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3はじめに
製品ボックスの内容
製品ボックスの内容

後でプリ ンタを輸送したり保管する必要がある場合のために、カート ンとすべての梱
包資材を保管してください。梱包を解いたら、部品がすべて揃っているこ とを確認し
てください。次に述べるプリ ンタ検査の手続きに従ってプリ ンタの部品に習熟し、 こ
の本に記載されている指示に従う こ とができるよ うにしてください。

梱包から取り出してプリ ンタを点検する

プリ ンタを受け取ったら、ただちに梱包から取り出し、輸送中の損傷がないかを点検
してください。

• 梱包材はすべて保管しておいてください。

• すべての外装表面に損傷がないかを確認します。

• プリ ンタを開梱し、 用紙セッ ト部のコンポーネン トに損傷がないか確認しま
す。

点検によって、輸送中に発生した損傷が見つかった場合には、次の手順に従ってくだ
さい。

• ただちに運送会社に通知し、 損害報告を提出します。
Zebra Technologies Corporation はプリ ンタの出荷中に発生した損害に対しては
責任を負いません。また品質保証では、この種の損害の修理は補償されません。

• 運送会社の点検に備えて、 梱包材料はすべて保管しておきます。

• 最寄の正規 Zebra 販売代理店にお知らせください。

電源コード
地方や地域によって異なります

マニュアルと
ソフ トウェア

電源供給装置清浄ペン

プリンタリボンの巻芯
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プリンタ

プリンタを開く

用紙セッ ト部にアクセスするためには、プリ ンタを開かなければなり ません。 ラ ッチ
解除レバーを手前に引き、 カバーを上げてください。用紙セッ ト部緩んでいる部品が
ないか損傷した部品がないかを点検します。

インターフェイス
コネクタ

フ ィード
ボタン

ステータス ・ ランプ
リング

ラッチ解除

ボタン

DC 電源
コンセン ト

電源
スイッチ

リセッ ト ・ ボタン
アクセス ・ ピンホール

ラッチ解除

ボタン

注意 • 人体の表面や他の表面で蓄積する静電エネルギーの放電により、 この装置で使用さ
れる印字ヘッ ドや電子部品が破損、 または破壊されることがあります。 ト ップカバーの下
の印字ヘッ ドや電子部品を取り扱う場合は、 静電気安全手順を守る必要があります。
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プリンタの機能

センサー 剥離バー

プラテン
ローラー

印字ヘッ ド

黒線
センサー

リボン ・ モーシ ョ ン ・
センサー

用紙ガイド

ヘッ ドアップ ・
センサー
( 内側 )

ピンチ ・
ローラー

ディスペンサ ・ ドア 
( 開いた状態 )

巻き取りスピンドル

サプライ ・ スピンドル

ディスペンサ ・ オプシ ョ ン

Web (GAP) 
センサー

印字ヘッ ド

ロール・ホルダ 

用紙ガイ ド
調整
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用紙カッ ター
( オプシ ョ ン )
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7はじめに
製品ボックスの内容
操作方法 

電源スイッチ 

スイ ッチの 後ろを押してプリ ンタの電源を ON ( オン ) に、 またはスイ ッチの前を押
してプリ ンタの電源を OFF ( オフ )  にします。 

リセッ トボタン ( 隠し )

電源スイ ッチの下にある隠れた リセッ ト ・ボタンを押す際の探り と してペーパー・ ク
リ ップを開いて使用します。 この複数機能フ ィーチャの詳細については、 「プ リ ンタ
の リセッ ト ・ ボタンの使用」 （90  ページ） を参照してください。

注意 • 通信ケーブルと電力ケーブルを接続するか切断する前に、 プリンタの電源をオフに
して く ださい。

電源スイッチ ・ オフ

電源スイッチ ・ オン

電源スイッチ
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注意 • デフラグ ( ステータス ・ ランプが赤 ・琥珀色 ・緑の点滅 ) 中はプリンタの電源を絶対
リセッ ト しないで く ださい。 実行中に電源を切ると、 プリンタが破損することがあります。

フ ィード ・ ボタン 

• フ ィード ・ ボタンを 1 回押すと、 プ リ ンタが空白ラベルを 1 つフ ィード します。

• フ ィード ・ ボタンを押すと、 プ リ ンタは 「一時停止」 状態でなくな り ます。 プリ
ンタは、 プログラ ミ ング ・ コマンドまたはエラー状態によ り 「一時停止」 にな り
ます。 「 ト ラブルシューティング」 の章の 「ステータス ・ ランプの見方」 （78  ペー
ジ） を参照してください。

• フ ィード ・ボタンは、プ リ ンタの設定とステータス確認のために使用します （「 ト
ラブルシューティング」 章の 「フ ィード ・ボタン ・モード」 （88  ページ） を参照）。

ステータス ・ ランプ

ステータス ・ ランプはト ップカバー上のフ ィード ・ ボタンのすぐ横に位置し、 プ リ ン
タの操作状態を表示します ( 「ステータス ・ ランプの説明」 （78  ページ） を参照 )。

フ ィード ・ ボタン

ステータス ・ ランプ
リング
980643-071 改訂 B TLP 2824 Plus™ ユーザー ・ ガイ ド 2013/7/2
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プリンタを閉じる

1. ト ップカバーを下ろす場合は、 まず、 ト ップカバーのラ ッチ ・ スタンドをプリ ン
タ中央部の方向へ押します。 ト ップカバーをゆっ く り と回してプリ ンタ ・ ベース
に合わせます。

2. 両側を押し下げる とカバーがパチンとなって、 閉じます。

1

2
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プリンタ ・ ス ト レージと長期の休止

• プリ ンタをすぐに使用しない場合には、 元の梱包材料を使用してプリ ンタを梱包
し直します。

• ス ト レージ温度領域 : 40° ～ 60°C (40° ～ 140°F)

• ス ト レージ湿度範囲 : 5% ～ 95% ( 非結露 )

• プリ ンタの保管時、 またはプリ ンタを 1 日以上アクティブにしない場合、 プリ ン
タを終了する前にプラテン ( ド ラ イブ ) ローラーにラベルを貼ってください。 ラベ
ルを貼る と、 プ リ ン トヘッ ドがプラテンローラーに張り付きません。 

• プリ ンタをス ト レージから移動したり、 プ リ ンタを輸送した後は、 周囲環境の温
度および湿度状態に合わせてプリ ンタの調整が必要です。 

• 運転温度領域 : 5° ～ 40°C (23° ～ 104°F) 

• 運転湿度範囲 : 10% ～ 90% ( 非結露 )
980643-071 改訂 B TLP 2824 Plus™ ユーザー ・ ガイ ド 2013/7/2



2
プリンタを使用する前に
このセクシ ョ ンでは、最初にプリ ンタを設定し、用紙を装着する最も一般的な操作手
順について説明します。
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電源の取り付け

1. プリ ンタの電源スイ ッチがオフの位置 (0) にあるのを確かめてください。

2. AC 電源コードを電源供給装置に差し込みます。

3. AC 電源コード のも う 一方の端を、 適切な  AC 電源のコンセント に差し込みます。
注記： AC コンセント から電源が入ると 、アクティ ブ電源ランプがオンになり ます。

4. 電源供給装置の電源コネクタを、 プ リ ンタの電源差込に挿入します。

重要 • プリ ンタを設置する際は、 電源コードを扱う場合に作業しやすいよ うに設置
してください。プ リ ンタに電流が流れないよ うに、電源コードは電源供給装置や AC
電源のソケッ トから離しておいてください。

注意 • 濡れる恐れのあるエリアでは、 絶対にプリンタと電源供給装置を稼動しないで くだ
さい。 重大な身体傷害の原因になります！

電源
コネクタ

電源スイッチ

プラグの形は国に
よって異なります。

アクテ ィブ電源ランプ

電源差込

AC 
電源
コード

プリンタ

電源
供給装置

IEC 60320
C-5 

注記 • 必ず、 三極プラグと  IEC 60320-C5 コネクタを備えた適切な電源コードを使用
してください。 こ う した電源コードは、 使用する国の認証マークが付いているもの
を必ず使用してください。
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ロール紙の装着

用紙をセッ トする と きは、 ロールを用紙ハンガーの上においてください。

印刷方法に応じて正しいメディア ( 用紙と リボンの有無 ) を使う必要があ り ます。 

用紙の準備

ロール紙が内巻きでも外巻きでも、 プ リ ンタへの装着方法は同じです。

• 露出した部分のロール紙を取り除いてください。 出荷や操作、 または保管中に汚
れたりほこ りが溜まっているこ とがあ り ます。 露出した部分のロール紙を取り除
く こ とによって、 粘着物や汚れた用紙が印字ヘッ ド とプラテンの間に引き込まれ
るのを回避できます。
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用紙セッ ト部におけるロール紙の装着

1. プリ ンタを開きます。 ラ ッチ解除レバーをプリ ンタの前面方向に引く こ とを忘れ
ないでください。

2. 用紙ロールのコアを調べて、 必要な場合はホルダのスライ ド調整を行ってくださ
い。

1 インチ
(25.4 mm) 

直径

1.5 インチ
(38.1 mm) 

直径
980643-071 改訂 B TLP 2824 Plus™ ユーザー ・ ガイ ド 2013/7/2



15プリンタを使用する前に
ロール紙の装着
3. 用紙ガイ ドの幅を用紙幅よ り広く します。 用紙ガイ ドのつまみをプリ ンタ後部の
方向へ回してガイ ドを広げます。
2013/7/2 TLP 2824 Plus™ ユーザー ・ ガイ ド 980643-071 改訂 B



プリンタを使用する前に
ロール紙の装着
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4. 用紙ロール ・ ホルダを開きます。 空いている方の手で用紙ガイ ドを引いて開き、
用紙ロールを用紙ホルダに載せて、 ガイ ドから手を離します。 ロール紙の印刷面
がプラテン ( ド ラ イブ ) ローラーを通る と き上向きになるよ うに用紙の向きを定
めます。
980643-071 改訂 B TLP 2824 Plus™ ユーザー ・ ガイ ド 2013/7/2



17プリンタを使用する前に
ロール紙の装着
5. 用紙を引っ張って、 プリ ンタの前面から出るよ うにします。 ロールが滞りなく回
転する こ とを確認します。 ロールが用紙セッ ト部の底部にあってはいけません。
用紙の印刷面が上を向いているこ とを確認します。

6. 用紙を押して両側の用紙ガイ ドの下に来るよ うにします。

用紙ガイ ドの
下

2013/7/2 TLP 2824 Plus™ ユーザー ・ ガイ ド 980643-071 改訂 B
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7. 用紙の両側がガイ ドの内側にぴったり触れるよ うに用紙ガイ ドを調整します。 用
紙ガイ ドのつまみをプリ ンタ前部の方向へ回してガイ ドを締めます ( 狭めます )。

8. プリ ンタを閉じます。 ト ップカバーを下ろす場合は、 まず、 ト ップカバーのラ ッ
チ ・ スタンドをプ リ ンタ中央部の方向へ押します。 ト ップカバーをゆっ く り と回
してプ リ ンタ ・ ベースに合わせます。 両側を押し下げる とカバーがパチンとなっ
て、 閉じます。
980643-071 改訂 B TLP 2824 Plus™ ユーザー ・ ガイ ド 2013/7/2
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熱転写リボンの装着

熱転写リボンにはさまざまな種類があ り、 用途に応じて色を変えるこ と もできます。
Zebra ブランドの熱転写リボンは、 ご使用のプリ ンタ と  Zebra ブランドの用紙専用に
開発されています。 Zebra プリ ンタでの使用が認定されていない Zebra 製以外の製品
や用紙、リボンを使用する と、プ リ ンタや印字ヘッ ドに損傷を与えるこ とがあ り ます。 

• 最適な印刷結果が得られるよ う、 用紙と リボンのタイプは、 適合するものにして
ください。

• 印刷ヘッ ド の磨耗を防ぐため、用紙より も幅の広いリ ボンを必ず使用してく ださい。 

• ダイレク トサーマル印刷の場合は、 プリ ンタに リボンを装着しないでください。 

次のステップを実行する前に、 リボンの包装紙を取り、のりの付いた先端部分を リボ
ンから剥がして取り付ける準備をしてください。

リボンの使用に関する詳細については 「 リ ボンの概要」 (40  ページ ) を参照してくだ
さい。

1. プリ ンタが開いている状態で、リ ボンをサプライ・ スピンド ルの下側から通します。

溝

のりの付いた先端

右側
( プリンタ とロール )

注記 • ノ ッチに損傷 ( 角が丸まっている、 磨り減っている、 壊れているなど ) がある
リボン巻芯は絶対に使用しないでください。 巻芯のノ ッチは角がしっかり して巻芯を
スピンドルにロ ッ ク させる必要があ り ます。 そ うでないと、巻芯がス リ ップして リボ
ンにたるみやシワができる、 リボン ・センサーのリボン感知機能が鈍くなるなどの障
害が断続的に起こる原因になり ます。
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2. 最初に、 リ ボン ・ ロールを右手のサプラ イ ・ スピン ドルの方にスラ イ ド します。
右手のスピンドルを押し、 リボンロールの左側を リボンスピンドルの左側の方に
回転させます。 リ ボンロールの巻芯ノ ッチがロ ッ ク されるまで、 リ ボンロールを
左手のスピンドルの方に回転させます。 溝がサプライ ・ ハブの左側と合わさ り固
定されるまで、 ロールを回転させます。

1

2

3

4



21プリンタを使用する前に
熱転写リボンの装着
3. プリ ンタの巻き取り スピンドルに空になった巻芯を取り付けます。 溝が巻き取り
ハブの左側に合わさ り固定されるまで、 巻芯を回転させます。

最初のリボン巻き取り芯は、 製品ボッ クスの中にあ り ます。 次からは、 空になっ
た芯巻を使って次のリボンを巻き取ってください。

4. 熱転写リボンのリーダーを リボン ・ フレームの下から引き出します。 リーダーの
のりの付いた先端を、 サプライ ・ スピンドルの空の巻芯に貼り付けます。 リボン
がリボン芯の中心にく るよ うにします。 
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5. サプライ ・ スピンドルでリボン ・ フレームの左にあるつまみを回し、 リボンが印
字ヘッ ドの上でしっかり と引っ張られている状態にします。

6. 用紙がセッ ト され印刷可能であるこ とを確認してから、 プ リ ンタ ・ カバーを閉じ
ます。 

7. フ ィード ・ ボタンを押し、 用紙が少なく と も 10 cm (4 インチ ) 以上送り込まれる
よ うにして、 リボンにたるみやしわがなく、 リボンがスピンドル上で正しい位置
にく るよ うにします。 

8. ダイレク ト ・ サーマル印刷から熱転写印刷に印字モード設定を変更し、 プ リ ンタ
の温度プロフ ィールを熱転写用紙用に設定します。 これはプ リ ンタ ・ ド ラ イバ、
アプリ ケーシ ョ ン ・ ソフ ト ウェア、 またはプリ ンタ ・ プログラ ミ ング ・ コマンド
で行えます。 

• ZPL プログラ ミ ングでプリ ンタ操作をコン ト ロールする場合は、 用紙タイプ
(^MT) ZPL II コマンドを参照して ください ( 『ZPL プログラ ミ ング ・ ガイ ド』
の指示に従ってください )。

• EPL ページモードでプリ ンタ操作をコン ト ロールする場合は、オプシ ョ ン (O)
EPL2 コマン ドを参照して ください ( 『EPL2 プログラマ ・ ガイ ド』 の指示に
従ってください )。 

これでプリ ンタは印刷の準備ができました。

つまみ

触れるな
リボン切れセンサー
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テスト  ( プリンタ設定 ) ・ ラベルの印刷

プリ ンタをコンピュータに接続する前に、プリ ンタが正常に作動しているこ とを確か
めます。  

これは設定ラベルを印刷するこ とで確認できます。

1. 用紙が正常にセッ ト されて、 プ リ ンタの ト ップカバーが閉じているこ とを確かめ
てください。 プ リ ンタがオンになっていない場合は、 オンにしてください。 プ リ
ンタのステータス・ランプが緑に点滅している場合 ( 一時停止モード ) は、フ ィー
ド ・ ボタンを  1 回押して、 プ リ ンタをレディ  （印刷可能） モードに設定します。
プリ ンタのステータス ・ ランプが緑色の持続点灯 ( レディ ) 状態にならない場合
は、 「 ト ラブルシューティング」 (77  ページ ) を参照してください。

2. フ ィード ・ ボタンを 2 ～ 3 回押して、 プリ ンタでインス トールされている用紙の
キャ リ ブレー ト を行います。 このプロセスの間、 プ リ ンタは何枚かのラベルを
フ ィードするこ とがあ り ます。

3. ステータス・ ランプが緑色に持続点灯している場合は、ステータス・ ランプが 1 回
点滅するまでフィ ード ・ ボタンを押したままにしてく ださい。
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4. フ ィード ・ ボタンを離してください。 設定ラベルが印刷されます。

このラベルを印刷できない場合は、 「プ リ ンタを使用する前に」 (11  ページ ) を参
照してください。
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プリンタのコンピュータへの接続

Zebra 2824 Plus プリ ンタは多様なインターフェイス・ オプショ ンと 設定をサポート し
ています。これには次のものが含まれます。 USB ( ユニバーサル・ シリ アル・ バス ) イ
ンターフェイス、RS232 シリ アル、パラレル (IEEE 1284.4) および 10/100 イーサネッ ト 。

.

インタフェイスケーブルの必要要件

データケーブルは、完全シールド構造になっていて、金属または金属化されたコネク
タシェルが付いていなければなり ません。 シールド ・ ケーブルおよびコネク タには、
電気ノ イズの輻射および受信を防止するこ とが要求されます。

ケーブルにおける電気ノ イズの影響を最小にするには ：

• ケーブルはできるだけ短くするこ と  (1.83m (6 フ ィート ) を推奨 )。

• データ ・ ケーブルと電源コードを束ねる際、 きつく束ねないこ と

• データ ・ ケーブルを電源ワイヤ導線に結び付けないこ と。

USB インタフェイス必要要件

USB （ユニバーサル・ シ リ アル ・バス） （バージ ョ ン 2.0 準拠） は、 既存の PC ハード
ウェアと互換性のある高速インターフェイスを提供します。USB の 「プラグアンドプ
レイ」 設計によ り、取り付けは簡単です。複数のプリ ンタが、単一の USB ポート / ハ
ブを共有するこ とができます。

USB ケーブル ( プリ ンタに付属ではないもの ) を使用する と きは、 ケーブルまたは
ケーブル・パッケージに USB 2.0 への準拠を保証する 「認定 USB」 のマーク  ( 下図参
照 ) が付いているこ とを確認してください。

.

注意 • インタフェイス ・ ケーブルを取り付けるときは、 プリンタの電源スイッチをオフに
して く ださい。 通信ケーブルの接続または切断を行う ときは、 その前に電源コードが電源
供給装置とプリンタ後部の電源差込に挿入されていなければなりません。

重要 • このプリ ンタは、完全にシールド されたデータ ・ケーブルを使用する と、 FCC
の 「規則と規制」 パート  15 のク ラス  B 装置に準拠しています。 シールド されてい
ないケーブルを使用する と、Class B の限度を超える不要輻射ノ イズが放射されるお
それがあ り ます。

USB ケーブル
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シリアル通信

使用ケーブルは、 一方の端に 9 本ピン 「D」 タ イプ ・ オス ・ コネク タを装備している
必要があ り ます。 このコネクタをプリ ンタ後部のメ ス  (DB-9S) シ リ アル・ポートに差
し込みます。信号インターフェイス・ケーブルのも う一つの端は、ホス ト ・コンピュー
タのシ リ アル・ポートに接続します。 2824 Plus プリ ンタは共通シ リアル・ポート ケー
ブルとシグナル接続設定に一致するシ リ アル・ポート通信を自動的に検出して切り替
えるよ うに工場出荷時設定されています。 DTE および DCE。 そのため、いずれのシ リ
アル ・ ポート ・ インターフェイス ・ ケーブルも使用できます。 共通ケーブルは ヌル ・
モデム ( ク ロス ・オーバ ) ・ ケーブルで、 Zebra プリ ンタの標準ケーブルです。 EPL プ
ログラ ミ ングを実行している  Zebra プ リ ンタの初期モデルは通常、 ス ト レー ト ・ ス
ルー信号ケーブル ( ク ロス ・ オーバなし ) を使用していました。 ピン配列の詳細につ
いては、 付録 A を参照してください。

プ リ ンタ とホス ト  ( 通常はコンピュータ ) の間のシ リ アル ・ ポート通信の設定は、 信
頼できる通信を可能にするものでなければなり ません。 ビッ ト / 秒 ( ボー ・ レート )
と フ ロー ・ コン ト ロールは、 変更される最も一般的な設定です。 ホス ト  ( 通常は
Windows PC) はデータ ・ フロー ・ コン ト ロールをプリ ンタのデフォルトの通信方法 :
ハードウェアに適合するよ う変更する必要があ り ます。ハードウェアはフロー制御設
定 DTR/Xon/Xoff を特徴と しています。 このハード ウェア (DTR) と ソフ ト ウェア
(Xon/Xoff) を組み合わせたモードは、 非 Zebra アプリ ケーシ ョ ン ・ ソフ ト ウェアと使
用しているシ リ アル・ ケーブル・バリエーシ ョ ンに応じて、変更しなければならない
場合があ り ます。

プリ ンタ とホス ト ・コンピュータの間のシ リ アル通信は、以下によって設定できます。

• 自動ボー同期機能 

• ZPL プログラ ミ ング言語 : ^SC コマンド

• EPL プログラ ミ ング言語 : Y コマンド

• Set/Get/Do (SGD) プログラ ミ ング :  comm.type

• デフォルト ・ プ リ ンタ設定によるプリ ンタの再設定

自動ボー

自動ボー同期機能によ り、プ リ ンタはホス ト ・ コンピュータの通信パラ メータ と自動
的に同期するこ とができます。 自動同期するには ：

1. 緑色のステータス  LED が 1 回、 2 回、 そして 3 回点滅するまでフ ィード ・ ボタ
ンを押したままにしてください。

2. ステータス  LED が点滅している間に、 ^XA^XZ コマンド ・シーケンスをプリ ン
タに送信します。

3. プリ ンタと ホスト が同期化されると 、LED が緑色の持続点灯に変わり ます。 ( 自
動ボー同期中は、 ラベルが印刷されません )。
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ZPL ^SC コマンド

通信設定 (^SC) コマンドを使って、 プリ ンタの通信設定を変更します。

1. プリ ンタ と同じ通信設定でホス ト ・ コンピュータを設定したまま、 希望の設定
にプリ ンタを変更する  ^SC コマンドを送り ます。

2. 新しいプリ ンタの設定と一致するよ うに、 ホス ト ・ コンピュータの設定を変更
します。

このコマンドの詳細については、『ZPL プログラ ミングガイド』を参照してください。

EPL Y コマンド

シ リ アル ・ ポート設定 (Y) コマンドを使って、 プリ ンタの通信設定を変更します。

1. プリ ンタ と同じ通信設定でホス ト ・ コンピュータを設定したまま、 希望の設定
にプ リ ンタを変更する  Y コマン ド を送り ます。 注記 ： Y コマン ドはデータ ・ フ
ロー・コン ト ロールの設定をサポート しておらず、Xon/Xoff 設定を使用します。

2. 新しいプリ ンタの設定と一致するよ うに、 ホス ト ・ コンピュータの設定を変更
します。

このコマンドの詳細については、 『EPL ページモード ・ プログラ ミ ング ・ ガイ ド』 を
参照して ください。

Set Get DO comm.type コマンド

この SGD コマンドは、 シ リ アル ・ ポート ・ ケーブルの違いをプリ ンタがどのよ うに
扱えるかを制御します。 プ リ ンタは、 デフォル ト で、 「自動検出」 モードで、 プ リ ン
タは DTE または ＤＣ Ｅ  のケーブル配線設定を自動的に検出および変更できます。

1. プリ ンタに SGD コマンドを送信 : !U1 setvar comm.type value
こ こで、 「value」 は 「自動」、 「dte」、 「dte」 または 「dce」 です。
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デフォルト ・ シリアル ・ ポート ・ パラ メータの再設定

プ リ ンタの通信パラ メータを工場出荷時のデフォル ト に リセッ トするには以下を実
行します (シ リ アル通信設定は、 1) 自動検出 (設定 ) and 2) 9600 ボー、 8 ビッ トのワー
ド長、 NO パリティ、 1 ス ト ップ ・ ビッ ト 、 および DTR/XON/XOFF データ ・ フロー ・
コン ト ロール )。

1. 緑色のステータス  LED が 1 回、 2 回、 そして 3 回点滅するまで、 フ ィード ・ ボ
タンを押したままにします (3 回目でただちにフ ィード ・ ボタンを離します )。

2. ステータス  LED が琥珀色と緑色に高速で点滅している間に、 フ ィード ・ ボ
タンを押します。 

プリ ンタがデフォルトの リセッ ト を終了する と、 プ リ ンタ とホス ト コンピュータ
間のシ リアル通信は ZPL ^SC コマンドまたは EPL Y コマンドで設定できます。

注記 • EPL プログラ ミ ング言語を実行している  Zebra プ リ ンタの初期モデルは、 デ
フォルトのシ リ アル・ポート設定が、 9600 ボー、パリティなし  、 8 データ ・ ビッ ト 、
1 ス ト ップ ・ ビッ ト 、 および HARDWARE ( ハードウェア ) と  SOFTWARE ( ソフ ト
ウェア ) の結合したデータ ・ コン ト ロール ( 実質的には DTR/Xon/Xoff) とい う値に
なっています。 ほとんどのアプリ ケーシ ョ ンでは、 Windows オペレーティング ・ シス
テム ・ フロー ・ コン ト ロール設定はハードウェアです。

シリアル ・
ケーブル
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パラレル ・ ポート

ケーブルは、 25 ピン 「D」 タ イプ (DB-25P) オス ・ コネク タおよびプ リ ンタ ・ コネク
タの「Centronics」 (IEEE 1284 A-C パラレル・インターフェイス仕様 ) を必要と します。
ケーブル・ コネク タのねじロ ッ クを締め、 ケーブルをプリ ンタ と コンピュータに固定
します。
注記 • プリ ンタは設計上、 ク ラム ・シェル・ コネクタ ・ カバーのあるハンド ・ メ イ ド ・
ケーブルなどの非モールド型ケーブルを使用するこ とはできません。

パラレル ・ ケーブル
2013/7/2 TLP 2824 Plus™ ユーザー ・ ガイ ド 980643-071 改訂 B



プリンタを使用する前に
プリンタのコンピュータへの接続

30
イーサネッ ト  

プリ ンタは、 CAT-5 以上の UTP RJ45 イーサネッ ト ・ ケーブルを必要と します。

互換性のあるイーサネッ ト ・ベースのネッ ト ワーク上で実行するよ うプ リ ンタを設定
するための詳細については、 ZebraNet® 10/100 内部プリ ン ト ・ サーバ ・ マニュアルを
参照してください。 プ リ ンタは、 LAN ( ローカル ・ エ リ ア ・ ネッ ト ワーク ) 上で実行
するよ う設定する必要があ り ます。 プ リ ンタに搭載されたプリ ン ・サーバは、 プリ ン
タの Web ページからアクセスできます。

イーサネッ ト ・ ステータス / アクティ ビテ ィ ・ インジケータ

イーサネッ ト ・
ケーブル 

(RJ45 コネクタ )

LED ステータス 説明

どちら もオフ イーサネッ ト ・ リ ンクの検出はなし

緑色 100 Mbps リ ンクを検出

緑色で、 琥珀色が点滅 100 Mbps リ ンク と イーサネッ ト ・ アクティ ビティを検出

琥珀色 10 Mbps リ ンクを検出

琥珀色で緑色が点滅 10 Mbps リ ンク と イーサネッ ト ・ アクティ ビティを検出

緑色の LED 琥珀色の LED
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プリンタにプリンタ ・ ド ライバーおよび通信をインストール

Zebra では Zebra セッ ト アップ ・ユーティ リ ティ  (ZSU) を用意し、 Zebra プリ ンタ ・ ド
ラ イバ一式、 ユーティ リ ティ、 通信 / インス トール ・ ツール ( 大半の Windows PC オ
ペレーティング・システムでの使用に対応 ) を提供します。 Zebra セッ ト アップ・ユー
ティ リ ティ と  Zebra Windows プリ ンタ ・ ド ラ イバの最新バージ ョ ンは、 お手元の CD
および Zebra Web サイ ト  (www.zebra.com) で入手できます

Zebra セッ ト アップ・ユーティ リ ティのインス トールは、 PC (Zebra ド ラ イバをサポー
トする  Windows オペレーティング ・ システムで実行する ) プリ ンタを接続する前に
行って ください。 Zebra セッ ト アップ ・ ユーティ リ テ ィの指示に従ってプ リ ンタ ・ イ
ンス トールを行ってください。

Zebra Designer Driver (ZD) および Zebra セッ ト アップ ・ ユーティ リ ティ  (ZD を含む
):Windows Vista、 Windows XP、 Windows 2003 ( サーバ ) および Windows 2000 のオペ
レーティング ・ システムは、 2824 Plus プリ ンタ との USB とパラレル ・ ポート通信を
サポート します。 ド ラ イバは Windows オペレーティング ・ システムと  Windows 認定
の 32 ビッ トおよび 64 ビッ ト をサポート します。

注記 • レガシー Zebra ユニバーサル・ ド ラ イバ  (ZUD) プリ ンタ ・ ド ラ イバはこのプリ
ンタをサポート しません。

Plug 「N」 Play (PnP) プリンタ検出および Windows® オペレーティング ・ シス
テム

最近の Windows オペレーティング ・ システムは、 USB インターフェイスを介して接
続される と、 自動的にプ リ ンタを検出します。 ハード ウェア設定および Windows の
バージ ョ ン によって、 プ リ ンタがパラレルおよびシ リ アル ・ ポート インターフェイ
スに接続されている場合、 PnP 検出されるこ と もあ り ます。 プリ ンタおよび PC イン
ターフェイス設定では PnP オペレーシ ョ ンの双方向通信をサポート し実装する必要
があ り ます。

オペレーティング ・ システムは、 プ リ ンタを初めてコンピュータに接続する と、自動
的に 「新しいハード ウェアの追加」 ウ ィザードを起動します。 プ リ ンタを閉じます。
検出された Zebra Designer Windows ド ラ イバをユーザーの CD 上にインス トールする
か、 最新のド ライバを使用する場合は www.zebra.com に移動してください。 インター
フェイス接続 (USB、 パラレル、 シ リ アル、 イーサネッ ト tcp/ip) を選択し、 続いて用
紙サイズ ( 最も近いもの ) を選択します。「テス ト ・ページの印刷」 ボタンをク リ ッ ク
し、 インス トールが正常に行われたこ とを確認します。

USB インターフェイスに再接続された場合、またはコンピュータ側でオペレーティン
グ ・ システムの再起動を終えた後で電源がオンにされた場合は、 Windows オペレー
ティング ・システムは、以前にインス トールされたプリ ンタを検出して再リ ンク しま
す。 新規デバイス検出の警告を無視して、 タスク ・バーのプロンプ ト を閉じます。 オ
ペレーテ ィ ング ・ システムがプ リ ンタ と ド ラ イバ ・ ソフ ト ウェアの照合を終えるま
で、 数秒間待ちます。 警告が消え、 これでプリ ンタは印刷開始可能になり ます。
2013/7/2 TLP 2824 Plus™ ユーザー ・ ガイ ド 980643-071 改訂 B

http://www.zebra.com


プリンタを使用する前に
プリンタのコンピュータへの接続

32
ユニバーサル ・ シリアル ・バス (USB) デバイス通信

ユニバーサル・ シ リ アル ・バス ・ インターフェイスを使用する場合、 プリ ンタは端末
装置 ( ホス トでもハブでもない ) になり ます。このインターフェイスの詳細は USB 仕
様を参照してください。
注記 • スキャナ、スケール、その他のデータ入力 ( 端末 ) デバイスは、プリ ンタにデー
タを送信するためにシ リアル ・ ポート  (USB ポートではない ) を使用する必要があ り
ます。

シリアル ・ ポート  および Windows® オペレーティング ・ システム

シ リ アル ・ ポート通信に対する  Windows オペレーティ ング ・ システムのデフォル ト
設定は、 プリ ンタのデフォルト設定とほとんど合致していますが、 データ ・ フロー ・
コン ト ロール設定だけが異なり ます。 Windows デフォルト ・データ ・ フロー ・ コン ト
ロール設定は NONE ( なし ) です。 2824 Plus ・ プ リ ンタではデータ ・ フロー ・ コン ト
ロールが Hardware ( ハードウェア ) に設定されている必要があ り ます。 
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3
印刷操作
このセクシ ョ ンでは、用紙と印刷の処理、 フォン ト と言語のサポート、 あま り一般的
ではないプリ ンタ設定のセッ ト アップについて説明します。 
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プリンタ設定の特定

2824 Plus プリ ンタは ZPL プリ ンタ設定ステータス ・ ラベルを使用して、 EPL と  ZPL
両方の操作のプリ ンタの設定ステータスを通知します。ZPL スタイル・ラベルは、EPL
スタイル ・プ リ ンタ ・ ステータス ・ ラベルよ り も さ らに直観的で機能を反映した命名
規則を提供します。 操作ステータス  ( 濃度、 速度、 用紙タイプなど )、 インス トール
されているプリ ンタ ・ オプシ ョ ン ( ネッ ト ワーク、 インターフェイス設定、 カッ ター
など )、 およびプリ ンタ説明情報 ( シ リ アル番号、 モデル名、 ファームウェアのバー
ジ ョ ンなど ) は、 すべてステータス ・ ラベルに含まれています。 

プリ ンタのデフォルト  ZPL スタイル設定ステータス・ ラベル・ プリ ント アウト は、 最
大 16 の言語にローカライズできます。このラベルの大部分のステータス項目の表示言
語を変更するには、 ZPL プログラ ミ ング・ コマンド  ^KL を使用してく ださい。 ZPL ス
タイル・ ステータス・ ラベルは  ZPL ~WC コマンド で印刷できます。 プリ ンタ設定ス
テータス・ ラベルへのアクセスに関する詳細については、 「テス ト  ( プリ ンタ設定 ) ・
ラベルの印刷」 （23  ページ） または 「フ ィード ・ ボタン ・ モード」 （88  ページ） を参
照してく ださい。

EPL スタイル・ プリ ンタ設定ステータス・ ラ ベルを取得するには、 プリ ンタに EPL
U コマンド を送信します。 さ まざまな  EPL U コマンド に関する詳細と 、 こ れら のラ
ベルに表示さ れる設定の解釈については、 EPL プログラ マ・ ガイ ド を参照してく だ
さ い。

サーマル印刷

印刷モード

このプリ ンタは、 次のさまざまなモード と用紙設定で操作するこ とができます。

• ダイレク トサーマル印刷 ( 感熱紙を使用した印刷 )

• 熱転写印刷 ( リ ボンを使用して用紙に熱転写印刷 )

• 標準切り取りモードでは、 印刷後ユーザーが各ラベルを切り取る  ( またはラベル
の帯のバッチを印刷する ) こ とができます。

• ラベル ・ディ スペンス ・ モードオプシ ョ ンのディ スペンサがインス トールされて
いる場合、 印刷中に台紙からラベルを剥がすこ とができます。 このラベルを取っ
た後に、 次のラベルが印刷されます。

注意 • 印字ヘッ ドは印刷中、 高温になります。 印字ヘッ ドの破損や作業者のケガの危険を
避けるため、 印字ヘッ ドには触れないようにして く ださい。 印字ヘッ ドのメンテナンスを
行う ときは、 清浄ペンのみを使用して ください。

注意 • 人体の表面や他の表面で蓄積する静電エネルギーの放電により、 の装置で使用され
る印字ヘッ ドや電子部品が破損、 または破壊されることがあります。 ト ップカバーの下の
印字ヘッ ドや電子部品を取り扱う場合は、 静電気安全手順を守る必要があります。
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• 用紙のカッ ト : オプシ ョ ンの用紙カッ ターがインス トールされている場合は、 プ
リ ンタはラベルの間のライナーやレシート用紙、 またはタグ ・ ス ト ッ クをカッ ト
できます。

• スタンドアロン : プリ ンタの自動実行ラベル ・ フォーム機能 ( プログラ ミ ング ・
ベース ) を使用するか、 データ入力デバイスを使用する と、 プ リ ンタはスタンド
アロン ・ モード  ( コンピュータへの接続なし ) で実行できますこのモードはプリ
ンタのシ リ アル ・ ポー ト を介して、 スキャナや重量スケール、 Zebra KDU Plus、
KDU ( キーボード ・ディ スプレイ ・ ユニッ ト ) などのデータ入力デバイスに対応
します。

• 共有ネッ ト ワーク印刷 : イーサネッ ト ・ インターフェイス ・ オプシ ョ ンで設定さ
れたプリ ンタには、ZebraLink プリ ンタ設定 Web ページ を持つ内部プリ ン ト ・サー
バと、 ネッ ト ワーク上の Zebra プリ ンタのステータスを管理および監視するため
の ZebraNet Bridge ソフ ト ウェアが含まれます。

印刷用紙のタイプ

プリ ンタではさまざまなタイプの用紙を使用できます。

• 標準の用紙 - 大半の標準 ( 単票 ) 用紙では、裏面粘着式で個々のラベルまたは一連
のラベルをライナーに貼り付けられます。

• 連続ロール用紙 - 連続ロール用紙はたいてい感熱用紙 (FAX 用紙と同様 ) で、 レ
シートやチケッ ト形式の印刷に使用されます。

• 台紙のない用紙 - 台紙のないラベルは裏面粘着式ですが、 ライナーのない芯に巻
き取られています。 用紙には通常ミシン目が入っており、 用紙の下部表面に黒い
マークがあ り、 ラベルの分離位置を示しています。 台紙なし用紙ラベルの上部表
面には特殊コーティングが施され、 ラベルが互いに張り付かないよ うにしてあ り
ます。 プリ ンタには特殊な台紙なしオプシ ョ ンを取り付け、 台紙なし用紙がプリ
ンタに張り付かないよ うにする必要があ り ます。

• タグ ・ ス ト ッ ク  - タグは通常、 厚手用紙 ( 最大 0.19mm または 0.0075 インチの厚
さ ) で作られています。
タグ・ス ト ッ クには粘着テープやライナーはなく、通常はタグ間にミシン目が入っ
ています。

基本的な用紙タイプの詳細については、 表 1 を参照してください。

プ リ ンタでは通常、 ロール紙が使用されますが、折り畳み用紙やその他の連続紙を使
用するこ と も可能です。
印刷方法に応じて正しいメディア ( 用紙と リボンの有無 ) を使う必要があ り ます。 リ
ボンなしで印刷する場合は、感熱用紙を使います。 リボンを使う場合は、熱転写用紙
を使います。

重要 • Zebra では、 高品質の印刷を継続して行えるよ うに、 Zebra 製のサプライ用品
を使用するこ とを強くお勧めします。 プ リ ンタの印刷能力を向上させ、 印字ヘッ ド
の寿命を長持ちさせるために特別に設計された、広範囲の紙製、ポ リプロピレン製、
ポ リエステル製、 およびビニール製の用紙が用意されています。 サプライ品の購入
については、 http://www.zebra.com/support をご覧ください。
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表 1 • 用紙タイプ - ロール用紙と折り畳み用紙

用紙タイプ 外観 説明

単票ロール
用紙

ロール用紙は芯に巻かれており、 芯の直径は 25 ～ 38.1 mm
(1 ～ 1.5 インチ ) があ り ます。 裏面粘着式のラベルがラ イ
ナーに貼り付けられており、 これらのラベルは、 ギャ ップ、
穴、 切れ込み、 または黒マークで区切られています。 タグ
は、 ミ シン目で区切られています。 個々のラベルは、 次の 1
つ以上の方法で区切られています。

• 透過式用紙は、 ギャ ップ、穴、切れ込みでラベルを区切り
ます。 

• 黒マーク用紙には用紙裏面に黒マークがあらかじめ印刷
され、 ラベルの分離位置を示しています。 

• ミ シン目の入った用紙にはミシン目があ り、ラベルやタグ
を簡単に切り離せます。用紙には、黒マークなど、 ラベル
やタグの分離位置を示すその他のマークがあ り ます。

単票折り畳み
用紙

折り畳み用紙は、ジグザクに折られた用紙です。折り畳み用
紙は、単票ロール用紙と同様にラベルを分離しています。 ラ
ベルの分離位置が折り目または折り目付近にかかる こ とが
あ り ます。

連続ロール
用紙

ロール用紙は芯に巻かれており、 芯の直径は 25 ～ 38.1 mm
(1 ～ 1.5 インチ ) があ り ます。 連続ロール用紙には、 ラベル
分離位置を示すギャップ、穴、切れ込み、黒マークはあ り ま
せん。 このため、 イ メージをラベル上の任意の場所に印刷で
きます。カッ ターを使用してラベルを切り離せます。連続用
紙の場合、 プリ ンタは透過式 ( ギャ ップ ) センサーを使用し
て用紙切れを検出します。
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感熱性の用紙のタイプの特定

熱転写用紙に印刷する場合はリボンが必要です。一方、感熱用紙ではリボンは不要で
す。感熱用紙と熱転写用紙のいずれであるかを判断するには、用紙のスク ラ ッチ ・ テ
ス ト を実行して ください。

用紙スクラッチ ・ テストは、 次の手順に従います。

1. 用紙の印刷面を指の爪でまたはペンのキャ ップでこすり ます。 強く押しながら、
素早く用紙の印刷面上を引っ掻く よ うにします。 感熱用紙は熱を加えられる と化
学的に処理 ( 感光 ) され印刷されます。 このテス ト方法では、 用紙を感光させる
のに摩擦熱を使用しています。

2. 用紙に黒いスジが現れるかど うか確認します。

消耗品の取替え

印刷中にラベルやリボンがなくなった場合、プリ ンタはオンのままで装着してくださ
い ( オフにする とデータ ロスが発生します )。 新規のラベルロールを装着したら、
フ ィードボタンを押して印刷を再開してください。

常に高品質、 認証済みのラベル、 タグ、 リボンを使ってください。 粘着性のラベルで
台紙に対して平行になっていないラベル紙が使われた場合、露出したエッジがプリ ン
タ内部のラベルガイ ド と ローラにく っついて、ラベルが台紙から剥がれプリ ンタジャ
ムを起こす可能性があ り ます。 非認定の リ ボンを使用する と、 誤って巻き込まれた
り、印字ヘッ ドを腐食する化学薬品が含まれている恐れがあ り、印字ヘッ ドが恒久的
な損傷を受ける可能性があ り ます。

新たに熱転写リボンを装着

リ ボンが印刷ジ ョブの最中になくなった場合は、 インジケータが赤色に変わり、新し
いロールが追加されるまでプリ ンタは待機します。

1. リ ボンを交換する と き、 プ リ ンタはオンのままにしてください。

2. ト ップカバーを開いて、 使用済みのリボンを切り取り、 コアを取り外します。

3. 新しいリボン ・ ロールおよび空になった巻芯を装着します。 必要に応じて、 リボ
ンの取り付け手順を参照してください。 注記 ：損傷した切れ込みのある リボンの
巻き芯は絶対に使用しないでください。 切れ込みが正方形のコーナーになる恐れ
があ り ます。

4. ト ップカバーを閉じます。

5. フ ィード ・ ボタンを押して、 印刷を再開します。

黒いスジの状態 用紙のタイプ

用紙に現れない 熱転写用紙です。 リボンが必要です。

用紙に現れる 感熱用紙です。 リボンは不要です。
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使用済み熱転写リボンの取り替え

使用された リボンを取り出すには、 次の手順を実行してください。

1. 巻取ロールから リボンを切り取り ます。

2. 巻取ロールを取り外して、 使用済みリボンを廃棄します。

3. 供給ロールを取り外して、 未使用のリボンの端にテープを貼りつけて、 リボンが
剥がれないよ うにします。部分的に使用された リボンを取り付けなおすと きには、
空の巻取ロールにテープで切り端を貼り付けます。

印刷幅の調整

次の場合には印刷幅の設定が必要です。 

• プリ ンタを初めて使用する と き。

• 用紙の幅が変更されたと き。

印刷幅は次のいずれかで設定できます。

• Windows のプリ ンタ ・ ド ラ イバ、または Zebra Designer などのアプリ ケーシ ョ ン ・
ソフ ト ウェア

• 「フ ィード ・ ボタン ・ モード」 （88  ページ） の 5 回点滅シーケンス

• ZPL プログラ ミ ングでプリ ンタ操作を制御 (^PW) コマンド  ( 『ZPL プログラ ミ ン
グ ・ ガイ ド』 を参照） を参照してください。

• EPL ページ ・ モード ・ プログラ ミ ングでプリ ンタ操作を制御、 ラベル幅設定 (q)
コマンド  ( 『EPL プログラマ ・ ガイ ド』 を参照 ) を参照してください。

印字品質の調整

印字品質は、印字ヘッ ドの温度や濃度 ( 設定 )、印刷速度、および使用する用紙によっ
て影響を受けます。使用されるアプリ ケーシ ョ ンにおける最適条件は、実際に印刷確
認を繰り返し行ってのみ見つけるこ とができます。  

相対濃度 ( または密度 ) の設定は、 次のいずれかによって設定できます。

• 「フ ィード ・ ボタン ・ モード」 （88  ページ） の 6 回点滅シーケンス。 これを使用す
ると  ZPL および EPL によってプログラムされた濃度 /密度設定は上書きされます。

• 濃度の設定 (~SD) ZPL コマンド  ( 『ZPL プログラ ミ ング ・ ガイ ド』 を参照 )

• 濃度 (D) EPL コマンド  ( 『EPL プログラマ ・ ガイ ド』 を参照 )。

印刷速度の調整が必要な場合は、 以下を使用します。

• Windows のプリ ンタ ・ ド ラ イバ、または Zebra Designer などのアプリ ケーシ ョ ン ・
ソフ ト ウェア

• 印字レート  (^PR) コマンド  ( 『ZPL プログラ ミ ング ・ ガイ ド』 を参照 ) 

• 速度の選択 (S) コマンド  ( 『EPL プログラマ ・ ガイ ド』 を参照 )。

 

注記 • プリ ンタ と用紙の印刷速度の設定について、用紙メーカーによる推奨事項が
提供されている場合があ り ます。用紙タイプの最大速度は、プリ ンタの最大速度よ
り も遅い場合があ り ます。
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用紙の検知

2824 Plus プ リ ンタには自動用紙検知機能が備わっています。 プ リ ンタは継続的にわ
ずかな違いを検知して、用紙長を確認し調整するよ う設計されています。プリ ンタが
印刷中または用紙の挿入中は、プリ ンタは用紙パラ メータでラベル間およびロール間
のわずかな違いを検知して対応し、用紙を確認して調整します。印刷ジ ョブまたは用
紙挿入を開始したと きに、予測される用紙長またはラベル間のギャップの長さが許容
可能な差の範囲を超えた場合、プリ ンタは自動的に用紙長キャ リブレート を開始しま
す。 2824 Plus プリ ンタの自動用紙検知は、 EPL および ZPL ラベル ・ フォーマッ トお
よびプログラ ミ ングを使用するプリ ンタ操作で、 同様に機能します。 

用紙を挿入した後にプリ ンタがラベルや黒線 （または黒線のある切れ込み） を検出し
ない場合、 デフォルトの最大ラベル長である  1 メートル (39 インチ ) になり、 その後
プリ ンタは連続用紙 ( レシート ) モードに切り替わり ます。 ソフ ト ウェア、 プログラ
ミ ングまたは手動キャ リブレートによって変更されるまで、プリ ンタは異なる用紙で
これらの設定を保持します。

オプションで、プリンタの電源投入時または電源をつけた状態でプリンタを閉じたとき
に、用紙の短いキャ リブレート を行う よ うプリンタを設定するこ とができます。 このと
きプリンタは、 キャ リブレート中に最大 3 つのラベルまで挿入するこ とができます。  

プリ ンタの用紙設定は、プリ ンタ設定ラベルを印刷する と検証できます。詳細につい
ては、 「テス ト  ( プリ ンタ設定 ) ・ ラベルの印刷」 （23  ページ） を参照してください。

自動用紙タイプ検出および検知機能が確認する最大長は、ZPL 最大ラベル長コマンド
(^ML) を使用して短くするこ とができます。 この長さは印刷する最大ラベルの 2 倍以
上になるよ うに設定する こ とをお勧めします。 印刷する最大ラベルが 6 インチの場
合、 最大ラベル ( 用紙 ) 長検出距離は 39 インチのデフォルト距離を  12 インチに減ら
すこ とができます。

プ リ ンタで用紙タ イプの自動検出と自動キャ リ ブレー ト を行う のが難しい場合は、
「マニュアル ・ キャ リブレート 」 （84  ページ） を参照して広範囲なキャ リブレート を
実行してください。これにはご使用の用紙に対する検知操作の印刷グラフが含まれま
す。 この方法は、 4 回点滅フ ィード ・ ボタン ・ モードを使用してプリ ンタのデフォル
ト ・パラ メータが工場出荷時設定に再設定されるまで、プリ ンタの自動用紙検知機能
を無効にします。 詳細については、 「フ ィード ・ ボタン ・ モード」 （88  ページ） を参
照してください。

自動用紙キャ リブレートは必要に応じて変更したり、 オン / オフを切り替えるこ とが
できます。印刷ジ ョブの状況によってはプリ ンタがロールの用紙をすべて使用するこ
とがあ り ます。 2 つの自動用紙条件、 「用紙をセッ ト して電源をオン、 電源がオンの
状態でプリ ンタを閉じる」 は ZPL 用紙フ ィード ・ コマンド  ^MF. を使用して個別にコ
ン ト ロール可能です。ZPL プログラマ ・ ガイ ドで説明されている  ^MF コマン ドの
フ ィード ・ アクシ ョ ンは、 おもに自動用紙検知およびキャ リブレート に使用されま
す。ダイナミ ッ クな用紙キャ リブレート  (ラベル間) を管理する自動用紙キャ リブレー
トは、 ^XS コマン ド を使用します。 用紙の長さや素材、 または検出方法 ( 透過式 /
ギャ ップ、 黒線または連続 ) が異なる複数の用紙タイプが使用されている場合、 これ
らの設定は変更しないでください。
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用紙のキャリ ブレート と 検出プロセスは、 プリ ンタにセッ ト された用紙タイプに一致
するよう 絞り 込むこ と ができます。 用紙タイプを設定するには、 ZPL 用紙の管理コマ
ンド  (^MN) を使用します。 プリ ンタは、 事前印刷の用紙をラベル間のギャッ プと して
検出したり 、印刷の台紙を黒線マーク と して認識するこ と があり ます。連続用紙に ^MN
パラ メ ータが設定さ れている場合は、 印刷では自動キャリ ブレート は行われません。
^MN コマンド には自動キャリ ブレート ・ パラ メ ータ  (^MNA) も含まれており 、 プリ ン
タをデフォルト 設定に戻して、 すべての用紙タイプを自動検出するこ と ができます。

リボンの概要

リ ボンとは、 熱転写処理の際に用紙に転写されるワッ クス、 レジンまたはワッ クス ・
レジンで片面がコーティングされた薄いフ ィルムのこ とです。 リボンを使用する必要
があるかど うか、およびリボンの幅はどのく らいかは、用紙によって決ま り ます。 リ
ボンが使用される場合、 リボンは、使用する用紙の幅以上のものを使用する必要があ
り ます。 リボンの幅が用紙の幅よ り も狭いと、印字ヘッ ドが完全に保護されず、印字
ヘッ ドの寿命を短くするおそれがあ り ます。

リボンを使用するケース

熱転写用紙に印刷する場合はリボンが必要です。一方、感熱用紙ではリボンは不要で
す。 感熱用紙はリ ボン と組み合わせて使用しないでください。 バー ・ コードやグラ
フ ィ ッ クスがゆがむこ とがあ り ます。感熱用紙と熱転写用紙のいずれであるかを判断
するには、 用紙のスク ラ ッチ ・ テス ト を実行してください。

リボンのコーテ ィング面

リ ボンのコーティング面は、 ロールの内側の場合と外側の場合があ り ます。 このプリ
ンタでは、 外側がコーティ ングされた リ ボンしか使用できません。 特定の リ ボンで
コーディ ングが内側か外側か明確でない場合は、 粘着性テス ト または リ ボンのスク
ラ ッチ ・ テス ト を行い、 コーディングされている側を確認してください。

外側 内側
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リボンのコーテ ィングが内側または外側のいずれであるかを特定するには、次の手順
を実行します。

リボンの粘着性テスト

ラベルを使用できる場合、粘着性のテス ト を実行して、 リボンのコーティング面を判
別します。 この方法は、 すでに装着されている リボンに対して非常に有効です。

粘着性テストは、 次の手順に従います。

1. ラベルをライナーから剥がします。

2. ラベルの粘着面の端を リボンの外側の表面に押し付けます。

3. ラベルを リボンから剥がします。

4. 結果を観察します。 リボンのインクの小片がラベルに付いているかど うか確認し
てください。

リボンのスクラッチ ・ テスト

ラベルを使用できない場合、 リボンのスク ラ ッチ ・ テス ト を実行します。

リボンのスクラッチ ・ テストは、 次の手順に従います。

1. リ ボンを少しロールから引き出します。

2. リ ボンの引き出した部分を、リボンの外側が用紙と接するよ うに用紙に置きます。

3. リ ボンの引き出した部分の内側を指の爪でこすり ます。

4. リ ボンを用紙から外します。

5. 結果を観察します。 用紙にリボンの跡が付いたかど うか確認してください。

リボンのインクの状態 操作 ...

ラベルに付いている リ ボンは外側にコーテ ィ ングがあ り、 2824 Plus プ
リ ンタで使用できます。 

ラベルに付かなかった リ ボンの内側がコーテ ィ ングされています。 2824
Plus プリ ンタには使用できません。 

リボンの跡 操作 ...

用紙に リ ボンの跡が付い
ている

リ ボンは外側にコーテ ィ ングがあ り、 2824 Plus プ
リ ンタで使用できます。 

用紙に リ ボンの跡が付い
ていない

リ ボンの内側がコーテ ィ ングされています。 2824
Plus プリ ンタには使用できません。 
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折り畳み用紙の印刷

折り畳み用紙に印刷するには、 用紙ガイ ドの停止位置を調整する必要があ り ます。

1. ト ップカバーを開きます。

2. ハンガーを一番広い位置に開きます。

3. ホルダ開きロ ッ クを前方にはじきます。

4. 用紙のサンプルを使い、 ガイ ドを用紙の幅に調節します。 ガイ ドは用紙の端に少
し触れる程度で、 拘束してはいけません。

5. プリ ンタ後部のスロ ッ トに用紙を差し込みます。

6. ハンガーとガイ ドの間に用紙を通します。

7. ト ップカバーを閉じます。
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外部に取り付けられたロール紙の印刷

2824 Plus プ リ ンタは折り畳み用紙のサポート と同様に、 外部に取り付けられたロー
ル用紙に対応します。プリ ンタは用紙をロールから引き出すのに、用紙ロールとスタ
ンドを組み合わせて初期の低い慣性を使用するよ うにします。 

現在の時点では Zebra は 2824 Plus・ プリ ンタに外部用紙オプショ ンを提供していま
せん。

外部に取り付けられたロール用紙に関する考慮事項

• 用紙はプリ ンタ後部の折り 畳み用紙スロッ ト を通して、プリ ンタの後ろ側に直接挿
入する必要があり ます。用紙のセッ ト については 「折り畳み用紙の印刷」 （42  ペー
ジ） を参照してく ださい。 

• モーターの停止を避けるため、 印刷速度は遅めにして ください。 ロールは通常、
ロールを動かし始める と きに最大の慣性を有します。 用紙ロールの直径が大きい
場合、 プリ ンタはロールを回すためによ り多くの トルクを必要と します。

• 用紙はスムーズに滞りなく移動する必要があ り ます。 用紙は用紙スタンドに取り
付けられている と き、 滑ったり、 飛ばされたり、 急に移動したり、 巻きついて動
く こ とがあってはなり ません。

• プリ ンタは用紙ロールに触れないよ うにします。

• プリ ンタが滑ったり作業面から持ち上がらないよ うにします。

印刷メーター

2824 Plus プ リ ンタには、 印字ヘッ ドのメンテナンス ・ アラー ト を通知する機能があ
り ます。プリ ンタにはク リーニング機能と、印字ヘッ ドの寿命の終わり を前もって警
告するアラート機能を備えています。 RTC ( リ アルタイム ・ ク ロ ッ ク ) がプリ ンタに
インス トールされている場合は、印字ヘッ ドの寿命と履歴の通知には日付も含まれま
す。 デフォルトでは、 印刷メーター ・ アラートは無効になっています。 

印刷メーターのメ ッセージと通知の多くは、 カスタマイズ可能です。印刷メーターの
詳細については、 ZPL または EPL のプログラ ミ ング ・ ガイ ドを参照してください。

印刷メーター・アラート を有効にするには、次のコマンドのいずれか 1 つをプリ ンタ
に送信します。

• EPL コマンド  oLY 

• ZPL コマンド  ^JH,,,,,E 
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フォン ト とプリンタ

2824 Plus ・ プ リ ンタは、 多様な内部フォン ト、 オンボード ・ フォン ト ・ スケー リ ン
グ、 国際フォン ト ・ セッ ト 、 文字コードページのサポート、 Unicode サポート、 フォ
ン トのダウンロードなどによって、言語とフォン トの要求をサポート します。プリ ン
タには、 ZPL および EPL の両方のプログラ ミ ング言語と も、 プ リ ンタへのフォン ト
のダウンロードをサポートするユーティ リ ティやアプリ ケーシ ョ ン・ ソフ ト ウェアが
含まれています。

2824 Plus プリ ンタのフォン ト機能はプログラ ミ ング言語に依存しています。 ZPL プ
ログラ ミ ング言語は、 高度なフォン ト ・ マッピングおよびスケーリ ング技術を提供
し、アウ ト ラ インフォン ト  (TrueTypea または OpenTypea) と  Unicode 文字マッピング、
基本的なビッ トマップ・ フォン トや文字コードページをサポート します。EPL プログ
ラ ミ ング言語は、 基本のビッ トマップ ・ フォン ト と国際コードページを提供します。
ZPL および EPL プログラ ミ ング ・ ガイ ドでは、 フォン ト、 コードページ、 文字アク
セス、 フォン ト ・ リ ス ト 、各プリ ンタのプログラ ミ ング言語の制限について説明して
います。 テキス ト、 フォン ト、 文字のサポートの詳細ついては、 プリ ンタのプログラ
ミ ング ・ ガイ ドを参照してください。

ご使用のプリンタのフォン トの識別

プ リ ンタではフォン ト と メ モ リ はプログラ ミ ング言語に共有されています。 2824
Plus ・ プ リ ンタでは、 フォン トは多くのメモ リ領域にロードできます。 ZPL プログラ
ミ ングは ZPL と  EPL のフォン ト を認識します。 EPL プログラ ミ ングは EPL フォン ト
のみを認識できます。 フォン ト とプ リ ンタ ・ メモ リに関する詳細については、各プロ
グラマ ・ ガイ ドを参照してください。

ZPL フォン ト :

• ZPL 印刷操作のためのフォン ト を管理しダウンロードするには、 ZebraNet Bridge
を使用します。

• 2824 Plus ・ プ リ ンタにロード されたすべてのフォン ト を表示するには、 プリ ンタ
に ZPL コマンド  ^WD を送信します。 詳細については、 ZPL プログラマ ・ ガイ ド
を参照してください。

• さまざまなプリ ンタのメモ リ領域のビッ トマップ・フォン トは、ZPL の .FNT
ファイル拡張子によって識別されます。 

• スケーラブル ・ フォン トは、 ZPL の .TTF、 .TTE または .OTF ファ イル拡張
子で識別されます。 EPL はこれらのフォン トはサポート していません。

• LMu.FNT から  LMz.FNT までの 6 つのフォン トは EPL ライン ・モード ・フォ
ン トで、熱転写式 2824 Plus ・ プ リ ンタの EPL プログラ ミ ングでは使用できま
せん。

• ZPL で表示される と きは、 EPL ソフ ト フォン トは縦と横に 2 つのグループに
分けられます。EPL ソフ ト フォン トは単一のアルファベッ トの小文字 (a-z) の
後に大文字の H または V および .FNT ファ イル拡張子が続きます。

EPL フォン ト :

• EPL 印刷操作でのフォン トのダウンロードには、 EPL フォン ト ・ ダウンローダを
使用します。

• EPL に使用できるソフ ト フォン ト  (ext.) を表示するには、 プ リ ンタに EPL コマン
ド  EI を送信します。 
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• 2824 Plus プリ ンタのアジア系フォン トはソフ ト フォン ト と して表示されます
が、 EPL プログラマ ・ ガイ ドの A コマンドで説明されている とおり、 アクセ
スが可能です。

• 表示される  EPL フォン トはすべてビッ トマップ・フォン トです。 .FNT ファ イ
ル拡張子や、 上記の ZPL フォン ト で説明されているよ う な、 ZPL コマン ド
^WD で表示される横方向 (H) や縦方向 (V) の指定子は含まれません。

• EPL プログラ ミ ングで非アジア系 EPL フォン ト を削除するには、 EK コマンドを
使用します。 

• EPL アジア系フォン ト をプリ ンタから削除するには、 ZPL ^ID コマンドを使用し
ます。

コードページを使用したプリンタのローカライズ

2824 Plus ・プ リ ンタは、 ZPL および EPL プリ ンタ ・プログラ ミ ング言語に対して、プ
リ ンタにロード された常駐フォン ト と して地域と文字の 2 つの言語セッ ト をサポー
ト します。 プリ ンタは、一般的な国際文字マップ ・ コードページのローカライズをサ
ポート しています。

• Unicode を含む ZPL コードページのサポートについては、 ZPL プログラマ ・ ガイ
ドの ^CI コマンドを参照してください。

• EPL コードページのサポートについては、 EPL プログラマ ・ ガイ ドの I コマンド
を参照してください。

アジア系フォン ト とその他の大型のフォン ト

中国語 ( 簡体字と繁体字 )、 韓国語、 日本語といったアジア系文字のセッ トには何千
もの文字が含まれていますが、 ラテン系文字セッ トに含まれているのは、 256 文字未
満です。 歴史的に、 産業界ではこれらの大型アジア系文字セッ トは、 ラテン系文字で
使用するシングル・バイ ト文字セッ トに対し、 ダブル・バイ ト文字セッ トでサポート
しています。 それぞれのアジア系ダブル ・ バイ ト文字セッ トは、 マッピングの矛盾点
や同時に使用する際の制約などの問題のある ものとは独立しています。 ユニバーサ
ル文字セッ トである  Unicode は、複数の独立した文字セッ トの使用に起因する複雑化
の要因を統合し解決するために考えられました。 Unicode には独立文字セッ トのすべ
ての文字が含まれ、文字マッピングの矛盾点や複数の文字セッ ト を使用する要件など
の問題を解決します。 ZPL プログラ ミ ング言語は Unicode および Unicode 準拠のフォ
ン ト をサポート しています。 EPL プログラ ミ ング言語は Unicode をサポート していま
せん。 

Zebra は、 EPL および ZPL プログラ ミ ング言語向けの非 Unicode 準拠アジア系フォン
ト を提供します。 

Zebra は、以下の複数言語の印刷向け二 (2) つの Unicode 準拠フォン ト を提供します。 

• 欧州、 中東、 およびアフ リ カ (EMEA) 言語向けに Swiss721。

• EMEA および東南アジアおよび CJKV 言語をサポートする  Andale。

これらの Unicode 準拠フォン トは ZPL プログラ ミ ング言語でのみ使用できます。 
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メモリー所要量 : 

• 非 Unicode または Unicode 準拠フォン ト を使用するアジア系言語サポートには、
工場出荷フル ・ フラ ッシュ ・ メモ リ ・ オプシ ョ ン (64Mb) が必要です。 

• 標準メモリ ・ オプシ ョ ン (4MB) 装備のプリ ンタは Unicode Swiss721 フォン ト
(Zebra Web サイ トで入手可能 ) をサポート しています。 

• ダウンロードできるフォン ト数は、常には使用されおらず使用可能なフラ ッシュ・
メモ リの量と、 ダウンロードするフォン トのサイズに依存しています。

アジア系フォン トの取得

アジア系フォン ト ・セッ トはユーザーまたはインテグレーターによってプリ ンタにダ
ウンロード されます。 フォン トはプリ ンタ とは別に購入できます。 

• 中国語 ( 簡体字および繁体字 ) (ZPL および EPL)

• 日本語  JIS および Shift-JIS マッピング (ZPL および EPL) 

• 韓国語 (Johab を含む ZPL および EPL)

• タイ語 (ZPL のみ )

スタンドアロン印刷

プリ ンタは、 コンピュータに接続せずに動作するよ う設定するこ とができます。プリ
ンタには、自動的に単一のラベル・フォームを実行する機能があ り ます。端末やウェッ
ジ ・デバイスまたは Zebra KDU ( キーボード ・ディ スプレイ ・ ユニッ ト ) を使用して
ラベル ・ フォームを呼出し、 1 つ以上のダウンロード済みラベル ・ フォームにアクセ
スして実行するこ とができます。 これらの方法のおかげで、開発者はスキャナや重量
スケールなどのデータ入力デバイスをシ リ アルポート を介してプ リ ンタに組み込む
こ とができます。

ラベル・ フォーマッ トは、以下のラベルをサポートするプリ ンタで作成し保存できま
す。

• データ入力を必要とせず、 フ ィード ・ ボタンを押すと印刷する。

• データ入力を必要とせず、 プリ ンタのオプシ ョ ンのディ スペンサからラベルが取
り外されたと きに印刷する。

• 端末またはウェッジ ・デバイスを介して 1 つ以上のデータ変数が入力される。 最
後の変数データ ・ フ ィールドが入力された後にラベルが印刷される。

• ラベル・フォームを実行するためのプログラ ミ ングを含むスキャニング・バーコー
ドによって呼び出される、 1 つ以上のラベル ・ フォーマッ ト。

• プロセス手順の次のラベルを実行するためのプログラ ミ ングを含むバーコードを
有する各ラベルと と もに、 プロセス ・ チェーンと して動作するよ う作成されたラ
ベル ・ フォーム。

EPL プログラ ミ ング言語も、電源をオン / オフまたはリセッ ト した後に自動的に実行
する特殊なラベル ・ フォームをサポート しています。 EPL l は AUTOFR とい う ラベ
ル ・ フォーマッ ト を検索します。 EPL AUTOFR フォームは無効になるまで実行され
ます。 ファ イルを完全に削除するには、 AUTOFR フォームをプ リ ンタから削除した
後で、 リセッ ト または電源のオン / オフを行う必要があ り ます。
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どちらのプリ ンタ ・ プログラ ミ ング言語も、 電源をオン / オフまたはリセッ ト した後
に自動的に実行する特殊な ラベル ・ フ ォームをサポー ト し ています。 ZPL は
AUTOEXEC.ZPL とい う名のファ イルを検索し、 EPL は AUTOFR. とい う名のラベ
ル・ フォームを検索します。 2824 Plus ・ プ リ ンタに両方のファイルが設定されている
場合、 AUTOEXEC.ZPL のみが実行されます。 EPL AUTOFR フォームは無効になるま
で実行されます。 ファイルを完全に削除するには、両方のファイルと もプリ ンタから
削除した後で、 リセッ ト または電源のオン / オフを行う必要があ り ます。

2824 Plus プリ ンタは、 シ リ アルポートの 5 ボルト ・ ラ インを介して、 最大 750mA を
供給できます。 プリ ンタのシ リ アルポート ・ インターフェイスの詳細については、付
録 A を参照してください。

プリンタへのファイル送信

グラフ ィ ッ クス、 フォン トおよびプログラ ミ ング ・ ファ イルは、 ユーザーの CD に付
属または www.zebra.com の両方で入手できる  Zebra セッ ト アップ ・ ユーティ リ ティ、
ZebraNet Bridge  またはファームウェア ( またはファイル )・ダウンローダを使用して、
Microsoft Windows オペレーティング ・ システムからプ リ ンタに送信するこ とができ
ます。 これらの方法は、 プログラ ミ ング言語および 2824 Plus プリ ンタの両方で共通
です。

注記 • 2824 Plus EPL  AUTOFR コマンドは、 NULL 文字 (00 hex または ASCII 0) によっ
てのみ削除できます。 2824 Plus プリ ンタは、 EPL プリ ンタで AUTOFR フォーム操作
を通常無効にするその他の文字、 XOFF 文字 (13 hex または ASCII 19) を無視します。
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プリンタ ・ オプシ ョ ン
このセクシ ョ ンでは、一般的なプリ ンタ ・オプシ ョ ンやアクセサリに関する簡単な説
明と、 使用方法や設定方法について説明します。
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ラベル ・ ディスペンサ ・ オプシ ョ ン

工場出荷時に設定されたラベル・ディ スペンサ ・オプシ ョ ンを使用する と、印刷時に
ラベルの裏 ( ライナー / 透過式用紙 ) が剥がされるので、 印刷後すぐに貼り付けるこ
とができます。 複数のラベルを印刷する場合、 取り外された ( 剥がれた ) ラベルを取
り除く こ とで、 プ リ ンタに次のラベルの印刷と排出を指示するこ とになり ます。

ディ スペンサ・ モード を正し く 使用するには、長さ 、単票 ( ギャッ プ )、および透過
式 ( ラ イナー ) を含む典型的なラ ベル設定でプリ ンタ ・ ド ラ イバを使用してラ ベル
( 剥離 )・ センサーを起動します。 それ以外の場合は、 プリ ンタに  ZPL または EPL
プログラ ミ ング・ コマンド を送信しなければなり ません。

ZPL でプログラ ミ ングする場合は、 以下のコマン ド ・ シーケンスを使用できます。
ZPL プログラ ミ ングの詳細は、 『ZPL プログラ ミ ング ・ ガイ ド』 を参照して ください。

^XA ^MMP ^XZ
^XA ^JUS ^XZ

EPL でプログラ ミ ングする場合は、オプシ ョ ン (O) コマンド と  P コマンド ・パラ メー
タ  (OP) を一緒に送り、 ラベル剥離センサーを有効にします。 他のプ リ ンタ ・ オプ
シ ョ ン ・パラ メータをオプシ ョ ン ・ コマンド ・ ス ト リ ングに含めるこ とができます。
EPL プログラ ミ ングと、 オプシ ョ ン  (O) コマンドの動作についての詳細は、 『EPL プ
ログラマ ・ ガイ ド』 を参照して ください。

1. プリ ンタにラベルを挿入します。 プリ ンタを閉じて、 露出したラベルがプリ ンタ
から  100 mm (4 インチ ) 排出されるまで、フ ィード ・ボタンを押します。ライナー
から露出したラベルを取り去ってください。
980643-071 改訂 B TLP 2824 Plus™ ユーザー ・ ガイ ド 2013/7/2



51プリンタ ・ オプシ ョ ン
ラベル ・ ディスペンサ ・ オプシ ョ ン
2. ライナーをプリ ンタの上部に持ち上げ、 ディ スペンサ ・ ドアを開きます。

3. ディ スペンサ ・ ドアとプ リ ンタ本体の間にラベル ・ ラ イナーを挿入します。
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4. ディ スペンサードアを閉じます。

5. フ ィード ・ ボタンを押して用紙を前送り します。

6. 印刷ジ ョブ中、 ラベルは台紙から剥がされて、 単独で送りだされます。 プリ ンタ
からラベルを取り除く と、 プ リ ンタは次のラベルを印刷するこ とができます。 注
記 ： ラベル剥離センサーでソフ ト ウェア ・ コマンドによって取り外された ( 剥が
された ) ラベルの検出を行っていない場合、 プリ ンタは剥離したラベルを重ねて
排出します。

カッ ター ・ オプシ ョ ン

プリ ンタには、 ラベル ・ ラ イナー、 タグ、 レシート用紙などの用紙幅すべてに合わせ
てカッ トできる、工場出荷時設定の用紙カッター・オプシ ョ ンが 2 種類あり ます。 プ
リ ンタにインス トールされているカッ ター・オプシ ョ ンのタイプは、プリ ンタ設定ス
テータス ・ ラベルを印刷する と確認できます。 カッ ター・オプシ ョ ンには次のものが
あ り ます。
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• ラベル ・ ラ イナーと軽量タグ用紙向けの中量カッ ター (LINER/TAG)
最大用紙重量 ( 厚み ): 180 g/m2 (0.0077 インチ ) 以下
耐用回数 *:2 00 万カッ ト 0.5 mil ～ 5 mil ス ト ッ ク  (10-120 g/m2)

1 00 万カッ ト 0.5 mil ～ 7.5 mil ス ト ッ ク  (120-180 g/m2)
750,000 回カッ ト :7.5 mil ～ 10 mil (180-200 g/m2)

最大用紙重量 ( 密度 / 硬さ ) および厚みを超えると 、カッ ターの耐用期間が短く
なり 、 カッ ターが正常に作動しないこと があり ます ( ジャムその他のエラー )。

• カッ ト幅 : 最大 5.71 mm (2.25 インチ ) ～ 最短 25.4 mm (1 インチ )

• カッ ト間の最短距離 ( ラベルの長さ )25.4 mm (1 インチ ) カッ ト間の長さがこ
れよ り短い用紙をカッ トする と、 カッ ターにジャムなどのエラーが起きるこ
とがあ り ます。

• カッ ター操作にはデフォルト で、 25 回カッ ト するたびにカッ ターのセルフク
リ ーニングを行う 予防メ ンテナンスが含まれています。この機能は、ZPL また
は EPL SGD (Set/Get/DO) プログラ ミ ング・ コマンド  (cutter.clean_cutter)
を使用すると 無効にできますが、 この操作はお勧めできません。

警告 • カッ ター ・ ユニッ トにはオペレータが修理可能なパーツはありません。 カッ ター ・
カバー ( ベゼル ) は絶対に取り外さないで ください。 カッ ター装置に物や指を挿入しな
いで ください。

重要 • ツール、 綿棒、 溶剤 ( アルコールを含む ) などはすべて、 使用する と損傷を引
き起こした り、 カッ ターの耐用期間が短くなったり、 カッ ター・ ジャムを引き起こす
恐れがあ り ます。
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カッ ター ・ オプシ ョ ンでの用紙のセッ ト

1. プリ ンタを開きます。 ラ ッチ解除レバーをプリ ンタの前面方向に引く こ とを忘れ
ないでください。

2. 用紙ロールのコアを調べて、 必要な場合はホルダを調整してください。

1 インチ
(25.4 mm) 

直径

1.5 インチ
(38.1 mm) 

直径
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3. 用紙ガイ ドの幅を用紙幅よ り広く します。 用紙ガイ ドのつまみをプリ ンタ後部の
方向へ回してガイ ドを広げます。

4. 用紙ロール・ ホルダを開きます。空いている方の手で用紙ガイド を引いて開き、用
紙ロールを用紙ホルダに載せて、ガイド から手を離します。ロール紙の印刷面がプ
ラテン  (ド ライブ ) ローラーを通ると き上向きになるよう に用紙の向きを定めます。
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5. 用紙をカッ ターから引っ張って通して、 プ リ ンタの前面から出るよ うにします。
ロールが滞り な く回転する こ と を確認します。 ロールが用紙セッ ト部の底部に
あってはいけません。 用紙の印刷面が上を向いているこ とを確認します。

6. 用紙を押して両側の用紙ガイ ドの下に来るよ うにします。

用紙ガイ ドの
下
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7. 用紙の両側がガイ ドの内側にぴったり触れるよ うに用紙ガイ ドを調整します 用
紙ガイ ドのつまみをプリ ンタ前部の方向へ回してガイ ドを締めます ( 狭めます )。

8. プリ ンタを閉じます。 ト ップカバーを下ろす場合は、 まず、 ト ップカバーのラ ッ
チ ・ スタンドをプ リ ンタ中央部の方向へ押します。 ト ップカバーをゆっ く り と回
してプ リ ンタ ・ ベースに合わせます。 両側を押し下げる とカバーがパチンとなっ
て、 閉じます。
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ZebraNet® 10/100 内部 ( 有線 ) プリン ト ・ サーバ ・ オプ
シ ョ ン

ZebraNet® 10/100  内部プ リ ン ト ・ サーバ (PS) は、 ネ ッ ト ワーク と、 ご使用の
ZebraLinkTM 対応のプリ ンタを接続する、オプシ ョ ンの工場出荷時設定デバイスです。
プ リ ン ト ・ サーバには、 プ リ ンタ とプ リ ン ト ・ サーバ設定用のブラウザ ・ インター
フェイスが提供されています。 ZebraNetTM Bridge Zebra ネッ ト ワーク ・ プ リ ンタ管理
用ソフ ト ウェアを使用している場合、 ZebraLinkTM 対応プリ ンタの特殊な機能を簡単
に利用できます。

10/100 内部 PS を備えてプリ ンタには以下の機能が搭載されています。

• ブラウザを使用したプリ ン ト ・ サーバおよびプリ ンタの設定

• ブラウザを使用した 10/100 内部 PS のリモート監視および設定機能

• アラート

• 要求されな くても、 プ リ ンタ ・ ステータス ・ メ ッセージを電子メール ・デバ
イスで送信するこ とができます。

ZebraNetTM Bridge N ZebraNetTM Bridge  は、 10/100 内部 PS で使用するこ とができる
ソフ ト ウェア ・ プログラムで、 ZPL ベースのプリ ンタ内にある  ZebraLink の機能を強
化します。 次の機能があ り ます。

• ZebraNetTM Bridge では、プリ ンタを自動的に検出すること ができます。ZebraNetTM

Bridge は IP アド レス、 サブネッ ト 、 プリ ンタ・ モデル、 プリ ンタ・ ステータス、
その他多数のユーザー定義特性などのパラメ ータを検索します。 

• リモート設定  リモート ・サイ トに移動したり、物理的なプリ ンタ処理をしな
くても、 社内のすべての Zebra ラベル ・ プ リ ンタを管理できます。 エンター
プラ イズ ・ ネッ ト ワークに接続された Zebra プ リ ンタは、 ZebraNetTM Bridge
インターフェイスでアクセスでき、 使いやすいグラフ ィカル・ユーザー・ イン
ターフェイスによって リモートで設定できます。

• プリ ンタ ・ アラート、 ステータス、 ハート ビート ・ モニタ リ ング、 イベン ト
通知  ZebraNetTM Bridge によって、 1 つのデバイスに対して複数のイベン ト ・
アラート を設定し、アラート ごとに別な人宛てに転送するこ とができます。電
子メール、 携帯電話、 ポケベル、 または ZebraNetTM Bridge イベン ト ・ タブを
使ってアラートや通知を受信します。 プ リ ンタ、 グループごとにアラート を
表示し、 日付 / 時刻、 重要度、 ト リガでフ ィルタします。

• プリ ンタ ・ プロファイルの設定と コピー  1 台のプリ ンタから別なプリ ンタに
設定をコピー / ペース ト、 またはグループ全体にブロードキャス ト します。
ZebraNet Bridge では、 プ リ ンタ設定、 プリ ンタ常駐ファイル ( フォーマッ ト 、
フォン ト、 グラフ ィ ッ ク ) およびアラート を 1 回ク リ ッ クするだけでコピー
できます。 プ リ ンタ ・ プロファ イルの作成  理想的な設定、 オブジェク ト 、 ア
ラート を設定した仮想の 「ゴールデン ・ プ リ ンタ」 を作成し、 実際のプリ ン
タのよ うにク ローンと して使用するか、 ブロードキャス ト して、 セッ ト アッ
プ時間を大幅に短縮します。 プ リ ンタ ・ プロファ イルは、 緊急時のリ カバリ
用に、 プリ ンタの設定をバッ クアップしておく優れた方法です。
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プリンタ ・ ネッ トワーク設定ステータス ・ ラベル

2824 PlusZebraNet® 10/100 内部プリ ン ト ・サーバ・オプシ ョ ンを搭載したプリ ンタは、
ネッ ト ワーク ・プ リ ン トの確立と ト ラブルシューティングに必要な情報用に、追加の
プリ ンタ設定ステータス ・ ラベルを印刷します。 以下は ZPL ~WL コマンドでの印刷
結果です。

設定ステータス ・ ラベルの通常の印刷結果には、 IP アドレスなどのプリ ンタのネッ ト
ワーク設定が下半分に印刷されています。

プ リ ンタの IP アドレスは、 ネッ ト ワーク上で稼働しているプ リ ンタの識別や設定に
必要です。詳細は、 『ZebraNet® 10/100 内部プリ ン ト ・サーバ ・マニュアル』 を参照し
て ください。
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RTC ( リアル ・ タイム ・ クロック ) とフル ・ フラ ッシュ ・
メモリ

工場出荷時設定の RTC ( リ アル ・ タイム ・ ク ロ ッ ク ) とフル ・ フラ ッシュ ・ メモ リの
オプシ ョ ンを使用する と、高度にカスタマイズしたプリ ンタ ・ アプ リ ケーシ ョ ンの作
成、 プ リ ンタの生産性と柔軟性の向上、 そして、 フォームやグラフ ィ ッ ク  ( ロゴ )、
フォン ト、 大型のアジア系言語セッ ト  の保管容量を増加できる追加のメモ リの使用
などが可能になり ます。

RTC にはラベル ・ フォーム作成機能が含まれます。

• 日時スタンプ

• 事前または事後日時作成

• フォームを変更するこ とな く、日時を印刷フォームに含めるこ とができます。

• ホス ト ・ システムやアプ リ ケーシ ョ ン ・ ソフ ト ウェアを使用した り、 別のプ
ロセス  ( データベース・レポート など ) によってプログラムから日時を生成す
るこ とな く、 日時を供給できます。

RTC はプリ ンタをスタンド ・ アロン設定 ( ホス ト または PC への接続なし ) で操作す
るための機能を向上します。 一般的には日付スタンプを必要に応じてタグやチケッ
ト、 ラベル、 レシートに印刷するために使用されます。 詳細については、 「スタンド
アロン印刷」 （46  ページ） を参照してください。

RTC 機能は ZPL と  EPL の両方のプ リ ンタ ・ プログラ ミ ングをサポート しています。
日時を表示するための 2 種類のプログラ ミ ング動作は、互いに独立しています。日時
を設定するコマンドは、 両方のプリ ンタ言語で異なり ます。 

フル ・ フラ ッシュ ・ メモ リ を使用する と、 標準の 4 MB のプリ ンタ ・ メモ リに 64 MB
が追加され、 合計 68 MB のプリ ンタ ・ メモ リ を使用できます。 

注意 • オプシ ョ ンの RTC アセンブリは 3 ボルトの リチウム ・ バッテ リ を使用します。
プ リ ンタの日付スタンプが一貫して遅延している場合は、バッテ リの残存量が少ない
か完全にあがってしまっているこ とが識別できます。バッテ リの交換は、資格のある
サービス技師が行う必要があ り ます。 Zebra 認定の交換用バッテ リのみを使用してく
ださい。

重要 • その地域のガイ ド ラインと規則に従って、バッテ リ を リサイクルしてくださ
い。 短絡を避けるため、 バッテ リ を破棄 ( または保管 ) する際にはバッテ リ をカ
バーしてください。

絶対にバッテ リ を短絡させないでください。 バッテ リ を短絡させる と、 発熱や発
火、 爆発が起きる恐れがあり ます。

バッテ リ を加熱や分解したり、火の中に投げ込むこ とは絶対にしないでください。 
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アジア系フォン ト  － プリンタ ・ アクセサリ

アジア系フォン ト ・セッ トはユーザーまたはインテグレーターによってプリ ンタにダ
ウンロード されます。 2824 Plus プ リ ンタで大型のアジア系フォン ト ・ ファ イルをサ
ポートするには、 RTC とフル ・ フラ ッシュ ・プ リ ンタ ・ メモ リ ・ オプシ ョ ンがインス
トールされている必要があ り ます。 フォン トはプリ ンタ とは別に購入できます。 

• 中国語 ( 簡体字および繁体字 ) (ZPL および EPL)

• 日本語  JIS および Shift-JIS マッピング (ZPL および EPL) 

• 韓国語 (Johab を含む ZPL および EPL)

• タイ語 (ZPL のみ )

アジア系フォン トの詳細については、 「フォン ト とプ リ ンタ」 （44  ページ） を参照し
てください。
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KDU  プリンタ ・ アクセサリ
KDU ( キーボード ・ディ スプレイ ・ ユニッ ト ) は、 プ リ ンタに保存された EPL ラベ
ル・ フォームにアクセスするために、プリ ンタ とのインターフェイスを提供する小型
の端末ユニッ トです。 2824 Plus プリ ンタには KDU で操作するシ リ アル ・ ポート ・ オ
プシ ョ ンを組み込む必要があ り ます。

KDU は単なる端末で、 データの保存やパラ メータの設定機能はあ り ません。 KDU は
以下の機能に使用されます。

• プリ ンタに保存されているラベル ・ フォームのリ ス ト を表示します。

• プリ ンタに保存されているラベル ・ フォームを取得します。

• 変数データを入力します。

• ラベルを印刷します。

KDU は Zebra EPL プ リ ンタ用に設計されました。 EPL プリ ンタのシ リ アル ・ ポート
は、 DCE ( データ通信装置 ) 通信用に設定されています。 2824 Plus ・ プ リ ンタは、 シ
リ アル ・ ポート自動検出と構成の DTE ( データ端末装置 ) シ リ アル ・ ポート構成をサ
ポート しています。 プリ ンタは KDU にシ リアル・ポートから電源を供給します。 新し
い KDU で供給されている  KDU シ リ アル ・ ポート アダプタは不要です。

KDU インストール

1. プリ ンタ電源をオフにします。 プリ ンタに取り付けられているその他のインター
フェイス ・ ケーブルをいずれも切断します。

2. KDU のケーブルをプリ ンタのシ リ アル・ポートに挿入し、ネジを締めて、 ケーブ
ルを固定します。

3. プリ ンタ電源を入れます。 KDU およびプリ ンタの取り扱い、および使用の詳細に
ついては 『KDU ユーザーおよび EPL プログラムガイ ド』 を参照してください。

シリアル ・ ポート構成アダプタ :
2824 Plus プリンタで不要

KDU ( キーボード ・ ディスプレイ ・ ユニッ ト )
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KDU Plus は、ファイル保存のためのメモ リ を搭載した端末デバイスで、1 台以上のリ
モート ・ プ リ ンタの保守を行います。 KDU Plus では、 Zebra のオリジナル KDU よ り
も大きなラ ップ ト ップ型のキーボードを提供しています。 2824 Plus プリ ンタは KDU
Plus で操作するシ リ アル ・ ポート ・ オプシ ョ ンが組み込まれる必要があ り ます。

KDU Plus は以下の機能用に設計されています。

• プリ ンタに保存されているラベル ・ フォームのリ ス ト を表示します。

• プリ ンタに保存されているラベル ・ フォームを取得します。

• 変数データを入力します。

• ラベルを印刷します。

• ファイルの保存と転送を行います。

KDU Plus は、 プ リ ンタの通信設定 (DTE および DCE) を動的に検出、 切り替えて、
Zebra プリ ンタに合わせるこ とで、ZPL および EPL プリ ンタに使用できるよ うに設計
されています。 デフォル トでは、 KDU Plus はフォーム ・ モードを起動します。 これ
は Zebra のオリジナルの KDU と互換性があ り ます。KDU Plus は ZPL または端末モー
ドのいずれかで動作するよ うに設定できます。

KDU Plus にはファ イル転送と保存機能があ り ます。 これは、 リモートおよびスタン
ドアロン ・ プ リ ンタでラベル ・ フォーム、 ロゴ、 小型のフォン ト ・ セッ ト を維持する
場合に便利です。 

KDU Plus には設定可能な 2 つのシ リアル・ポート と、 PS/2 ポートがあ り、 スキャナ、
重量スケールなどの他のデータ入力デバイスに接続できます。

プリ ンタのシ リ アル ・ ポート  (9 ピン ) からの +5 ボルトは、 KDU Plus と、 KDU Plus
に接続された他のすべての入力デバイスに給電します。 

2824 Plus プリ ンタのシ リ アル ・ ポートからの最大消費電流 :750mA 
外部入力デバイスが接続されていない KDU Plus の消費電力 :50mA 

45mA*

120mA* 25mA*

( 45mA + 120mA + 25mA ) +  50mA < 最大電流

50mA* - 実際の値ではない。

電流引き込み

注意 • KDU Plus の入力ポート  (AUX1、AUX2、および PS/2 方式 ) にはヒューズがありせ
ん。 使用可能な電力総量を超過すると、 入力デバイス、 KDU Plus、 またはプリンタが損
傷する可能性があります。
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メンテナンス
このセクシ ョ ンでは、定期的なク リーニングおよびメンテナンスの手順について説明
します。
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クリーニング

プリ ンタをク リーニングする場合は、必要に応じて次の消耗品のうち 1 つを使用して
ください。

清浄用消耗品は、 www.zipzebra.com で注文できます。

ク リーニング作業は、 次の手順概要に従う と 2、 3 分で終わり ます。

清浄用消耗品 発注数 用途

清浄ペン (105950-035) 12 本ずつの
セッ ト

印字ヘッ ドをク リーニングします。

綿棒 (105909-057) 25 本ずつの
セッ ト

用紙の経路、 ガイ ド、 センサーを
ク リーニングします。

プリンタ部品 方法 間隔

印字ヘッ ド 印字ヘッ ドを  1 分間冷却させてから、新しい
清浄ペンで印字ヘッ ドの中央から外側まで
印字ヘッ ド上の濃い色のラ インを拭いて く
ださい。 
「印字ヘッ ドのク リーニング」 （67  ページ）
を参照して ください。

リ ボンの使用時 ：
リ ボンを 1 ロール
使い終わ る たび。
ダ イ レ ク ト ・ サー
マルの使用時 ：用
紙を 1 ロール使い
終わるたび。

プラテン・ ロー
ラー

ク リーニングするプラテンローラーを取り
外します。 綿棒や糸くずの出ない布に 90%
の医療用アルコールをつけてローラーを十
分にク リーニングして ください。 「プラテン
のク リーニングと交換」 （70  ページ） を参照
してください。

必要に応じて

剥離バー 無繊維の綿棒に 90% の医療用アルコールを
つけて十分にク リーニングして ください。

アルコールを蒸発させて、プリ ンタを完全に
乾かしてください。

用紙経路

外部 水に浸した布

内部 プリ ンタ内部のゴ ミ をそっと払います。

注意 • ラベルの粘着物や用紙の素材は、 用紙経路にあるプラテンや印字ヘッ ドなどに堆積
してゆきます。 この堆積にほこりや破砕が蓄積します。 印字ヘッ ド、 用紙経路、 プラテン
ローラーなどを清潔にしないと、 不測のラベル ・ ロスやラベル ・ ジャムが発生し、 プリン
タにも損傷を与える可能性があります。

重要 • アルコールの量を多く しすぎる と、電子部品に不純物が付着する原因とな り、
乾燥時間を長く しないとプリ ンタが正し く機能しなくな り ます。
980643-071 改訂 B TLP 2824 Plus™ ユーザー ・ ガイ ド 2013/7/2
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印字ヘッ ドのクリーニング

印字ヘッ ドには、 常に新しい清浄ペンを使って ください （古いペンには、 前に使用
したと きの汚れが残っていて、 印字ヘッ ドを破損する恐れがあ り ます）。

新しい用紙を取り付ける と きに、 印字ヘッ ドをク リーニングするこ と もできます。

1. 印字ヘッ ドの色が濃い部分を清浄ペンでなでます。 中央から外に向かってク リー
ニングします。 これによって、 用紙の端から用紙経路の外側の印字ヘッ ドまで粘
着物が取り除かれます。

2. 1 分間待ってからプリ ンタを閉じます。

注意 • 印字ヘッ ドは印刷中、 高温になります。 印字ヘッ ドの破損や作業者のケガの危険を
避けるため、 印字ヘッ ドには触れないようにして く ださい。 メンテナンスを行う ときは、
清浄ペンのみを使用して ください。
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用紙経路に関する考慮事項

綿棒を使って、 ホルダ、 ガイ ド、 用紙経路の表面に蓄積した破砕、 ほこ りなどを除去
してください。 

1. 綿棒にはアルコールをつけてください。 破砕をアルコールに浸して粘着物を分離
してください。

2. 突起部を拭いて、 蓄積した破砕を取り除きます。

3. 両方のエッジ ・ ガイ ドの内側エッジを拭いて、 蓄積した残留物を取り除きます。

4. 1 分間待ってからプリ ンタを閉じます。 

使用後は綿棒を破棄してください。

用紙
ガイド突起部

プラテン

剥離バー

ピンチ ・
ローラー

突起部
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センサーのクリーニング

用紙センサーにはホコ リが蓄積するこ とがあ り ます。 

1. ホコ リ をそっとブラシで払います。 必要な場合は、 乾いた綿棒を使ってホコ リ を
はらって ください。 接着剤などの不純物が残っている場合は、 アルコールで湿ら
せた綿棒を使って分離します。

2. 最初のク リーニングからの残留物を取り除くには、乾いた綿棒を使ってください。

3. 残留物や筋がセンサーからなくなるまで、 必要に応じて 1 と  2 の手順を繰り返し
ます。

.

黒線
センサー

ラベル剥離
センサー

ギャップ
センサー
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プラテンのクリーニングと交換

通常、 標準プラテン （ド ラ イブ ・ ローラー） はク リーニングが不要です。 紙と ラ イ
ナーからのゴ ミは溜まっても印刷工程には影響しません。プラテンローラー上の汚れ
によって、印字ヘッ ドが破損したり、印刷の際に用紙が滑ったり詰まるこ とがあ り ま
す。 粘着物、 ゴ ミ  ( 紙、 ライナー以外からのもの )、 ホコ リ、 油、 その他の汚れなど
は、 直ちにプラテンから取り除いてください。

プ リ ンタのパフォーマンス、印字品質、用紙処理が著し く悪化した場合は、 プラテン
( および用紙経路 ) をク リーニングしてください。 プラテンは印刷面および用紙用の
ド ライブ ・ ローラーです。 ク リーニングしたあと も粘着やジャムが続く場合は、 プラ
テンを取り替えなければなり ません。

無繊維布 （Texpad 布など） か、 リ ン ト フ リーの清潔な湿らせた布を医療用アルコール
( 純度 90% 以上 ) で軽く湿らして、 プラテンをク リーニングしてください。

1. カバー ( ディ スペンサ・ ドア ) を開いてください。プラテン部分から用紙を取り除
きます。

2. 左右のプラテンのベア リ ング ・ ラ ッチ解除タブをプ リ ンタ前面に向かって引き、
続いてアームをまっすぐ上に回転させます。

プラテン ・ ベアリング
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3. プリ ンタの底のフレームからプラテンを持ち上げます。

4. アルコールで湿らせた布でプラテンをク リーニングします。 中央から外側に向
かって拭きます。 すべてのローラー表面をク リーニングし終わるまで、 このプロ
セスを繰り返します。 しつこい汚れの堆積やラベル ・ ジャムがある と きは、 この
作業を新しい布で 2、 3 回繰り返して、残った汚れを取り除いてください。たとえ
ば、 粘着物や油は最初のク リーニングで薄くなるかもしれませんが、 完全には取
り除けません。

5. プラテンをプリ ンタに装着します。 使用後は綿棒を破棄し、 再利用しないでくだ
さい。

6. プラテンのシャフ ト上にベア リ ングと ド ラ イブ ・ ギアがあるこ とを確かめます。

7. プラテンを左側のギアに揃えて、 プリ ンタの底のフレームに下ろします。

8. 左右のプラテンのベア リ ング ・ ラ ッチ解除タブをプリ ンタ背面に向かって下に回
転し、 定位置に固定します。 ディ スペンサ ・ ドアや用紙カバーを閉じる前、 また
はラベルを挿入する前に、 1 分間プリ ンタを乾かしてください。
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プリンタのその他のメンテナンス

このセクシ ョ ンで説明している以外のユーザー・レベルのメンテナンス手順はあ り ま
せん。プリ ンタやプリ ンタの問題の診断に関する詳細は、「 ト ラブルシューティング」
（77  ページ） を参照してください。

印字ヘッ ドの取替え

印字ヘッ ドを交換する必要が生じた場合は、実際に印字ヘッ ドを交換する前に、その
手順を読んで取り し と取り付けの手順について確認してください。

印字ヘッ ドの取り外し

1. プリ ンタを開きます。 プリ ンタから熱転写リボンを取り出します。

2. 印字ヘッ ドスプリ ングを掴み左に引きます。 次に、 滑らせてキャ リ ッジから抜き
ます。

注意 • 作業エリアは静電気放電予防の準備をして く ださい。 作業エリアでは、 プリンタを
適切にアースされ伝導性の緩衝マッ トの上に置き、 作業者は伝導性のリスト ・ ス ト ラ ップ
を付けて、 静電防止状態にしてお く必要があります。

注意 • 印字ヘッ ドを取り替える前に、 プリンタの電源を切って電源コードを抜いて くださ
い。

印字ヘッ ド
スプリング
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3. スプ リ ングを利用して印字ヘッ ド をキャ リ ッジの右側からてこではじき出しま
す。

4. 印字ヘッ ド とブラケッ ト を前に引っ張り ます。
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5. 2 番のプラス ・ ド ラ イバを使い、 アース線を留めているねじを取り外します。 

6. 印字ヘッ ドから、 2 束の印字ヘッ ドケーブルのコネクタをそっと、 しかし確実に
引き抜きます。

印字ヘッ ドの取替え

1. ワイヤカバーを取り外します。 

2. リ ボン巻き取りハブとスプリ ングを取り外します。

3. 左と右のコネクタを黒・白の電線の束に差し込めるよ うに、印字ヘッ ド とブラケッ
ト を揃えます。

4. アース線を取り付けてねじで固定します。2 番のプラスス ド ライバを使い、ねじを
締めます。

5. キャ リ ッジの左側にブラケッ ト釘を差し込みます。

6. ブラケッ ト の右側を揃えて、 印字ヘッ ド ク リ ップを リ ボンキャ リ ッジの右側を
通ってブラケッ トに差し込みます。

7. 印字ヘッ ドスプリ ングの左端を リボンキャ リ ッジの左側に滑り込ませます。次に、
右端をも う一方の側に滑り込ませます。 「V」 字の角が印字ヘッ ドブラケッ トの上
のへこみに納ま り ます。

8. ワイヤカバーを取り付けます。

9. リ ボン巻き取りハブとスプリ ングを取り付けます。

10. 圧力をかける と、 印字ヘッ ドが上下に自由に移動し、 解除する と ロ ッ ク した状態
を維持するこ とを確認します。
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11. 印字ヘッ ド をク リ ーニングします。新しいペンを使用して、本体の油脂 ( 指紋など )
や印字ヘッ ド の破砕を拭き取り ます。印字ヘッ ド の中央から外に向かってク リ ーニ
ングします。 「印字ヘッ ドのク リーニング」 （67  ページ） を参照してく ださい。

12. 用紙、 リ ボンを装着し ます。 電源コード を差し 込み、 プリ ンタ をオンにし 、 ス
テータス・ レポート を印刷して正常に作動するのを確かめます。 「テス ト  ( プリ
ンタ設定 ) ・ ラベルの印刷」 （23  ページ） を参照してく ださ い。

巻き取りハブ
( スプリング表示なし )

ワイヤカバー
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ト ラブルシューテ ィング
このセクシ ョ ンでは、 ト ラブルシューティングが必要なプリ ンタのエラー報告につい
て説明します。 各種診断テス ト も含まれています。
2013/7/2 TLP 2824 Plus™ ユーザー ・ ガイ ド 980643-071 改訂 B

 

目次

ステータス ・ ランプの説明  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 78
ステータス ・ ランプのエラー解決方法  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 79
印字品質の問題  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 81
マニュアル ・ キャリブレート  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 84
ト ラブルシュート ・ テス ト  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 85
工場出荷時のデフォルト値にリセッ ト  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 86
通信診断. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 86
フ ィード ・ ボタン ・ モード  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 88
プリンタのリセッ ト ・ ボタンの使用 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 90



ト ラブルシューテ ィ ング
ステータス ・ ランプの説明

78
ステータス ・ ランプの説明

ステータス ・ ランプの見方

LED のステータスと色 プリンタのステータス
解決方法については、 

番号を参照して ください。

オフ オフ 1

緑色点灯 オン 2

琥珀色点灯 停止 3

緑色点滅 正常運転 4

赤色点滅 停止 5

緑色 2 回点滅 一時停止 6

琥珀色点滅 一時停止 7

緑と赤が交互に点灯 修理が必要 8

赤、 赤、 緑が点灯 修理が必要 9

赤、 琥珀色と緑が交互に点灯
(* - リセッ ト した り、 電源をオフに

しないでください !)

メモ リ ・ デフラグ 10*
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ステータス ・ ランプのエラー解決方法

1.  プリンタに電源が供給されていません。

• プリ ンタ電源をオンにしましたか？

• 壁のコンセン トから電源供給装置まで、 電源供給装置からプリ ンタまでの電源接
続を調べて ください。 電源供給装置の電源インジケータ ・ ランプを確認します。
「電源の取り付け」 （12  ページ） を参照してください。

• 壁のコンセン トからプリ ンタ ・ケーブルを 30 秒間取り外し、コンセン トにプリ ン
タ ・ ケーブルを再度挿入します。 

2.  プリンタはオンですが、 使用されていない状態です。

特に措置はいり ません。

3.  プリンタの立ち上がり自己テスト  (POST) が失敗しました。

• プリ ンタをオンにした直後にこのエラーが発生した場合には、 販売会社に修理を
要求してください。プ リ ンタが正常に作動している場合、プリ ンタのステータス・
ランプは約 10 秒間琥珀色になり、 その後、緑に変化します ( 点灯したまま、 また
は点滅 )。

      メモリ ・ エラーが発生しています。

• 印刷している と きにこのエラーが発生した場合は、 プリ ンタの電源を切ってから
また入れて、 印刷を再開してください。

      プリンタを冷却する必要があります。

• このエラーが続く場合は、 プリ ンタの電源を 5 分以上切って、 再度電源を入れま
す。 琥珀色のランプがまだ点灯しているよ うなら、 プ リ ンタの修理が必要です。

4.  プリンタはデータを受信中です。

• データの受信がすべて終了したら、 ステータス  LED は緑色に変わり ます。 その
後、 自動的にプリ ンタの運転が再開します。
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5.  用紙切れです。

• 「プ リ ンタを使用する前に」 のセクシ ョ ンの 「ロール紙の装着」 （13  ページ） の手
順を実行後、 フ ィード ・ ボタンを押して、 印刷を再開します。

 リボンがな く なりました。

• プリ ンタはリボン ・ ロールの終了を検出しました。 リボンを交換します。

印字ヘッ ドが開いています。

• ト ップカバーを閉じて、 フ ィード ・ ボタンを押して印刷を再開します。

6.  プリンタが一時停止しています。

• フ ィード ・ ボタンを押して印刷を再開してください。

7. 印字ヘッ ドが高温になっています。

• 印字ヘッ ドが許容印刷温度に下がるまで、 印刷が停止します。 下がったら、 自動
的にプリ ンタの運転が再開します。

8.  フラッシュ ・ メモリがプログラムされていません。

• プリ ンタを販売会社に返却してください。

9. 印字ヘッ ドまたはモーターに重大な障害が発生しました。

• プリ ンタを販売会社に返却してください。 

10. プリンタでメモリのデフラグを実行中です。

注意 • デフラグ中は、 プリンタの電源をオフにしないで ください。 実行中に電源を切ると、
プリンタが破損することがあります。

• デフラグはプリ ンタの通常の操作で、最適に使用するためメモ リ スペースを管理す
るのに必要です。 プリ ンタは、 工場出荷時デフォルト後と、 デフラグが必要である
とプリ ンタが検出したと きに、 メモ リ をデフラグします。

プリ ンタがこの状態の場合、 デフラグを終了させてください。 この警告が頻繁に起
こる場合、 ラベル ・ フォーマッ ト を確認します。 メモ リの書き込み、 消去を頻繁に
繰り返し行う フォーマッ トでは、 プリ ンタのデフラグ頻度が高くな り ます。 メモ リ
の書き込み / 消去の頻繁な繰り返しを行わないフォーマッ ト を使用する と、デフラ
グの必要性が最小限に抑えられます。 

• この警告状態が続く場合は、 技術サポートに連絡してください。 プ リ ンタの点検
が必要です。
980643-071 改訂 B TLP 2824 Plus™ ユーザー ・ ガイ ド 2013/7/2



81ト ラブルシューティング
印字品質の問題
印字品質の問題

ラベルに印刷されません。

• リ ボンを使用しないで印刷する場合 ( 熱転写など ) は、 感熱用紙以外を使用しま
す。 「感熱性の用紙のタイプの特定」 （37  ページ） のテス ト手順を参照してくださ
い。

• 熱転写プリ ンタの場合は、外巻きの用紙は使用できません。 2824 Plus プリ ンタ用
に承認されたものを使用してください。 次のリボン ・ テス ト手順を参照してくだ
さい。 「 リ ボンの粘着性テス ト 」 （41  ページ） および 「 リ ボンのスク ラ ッチ ・ テ
ス ト 」 （41  ページ）。

• 用紙は正し く取り付けられていますか？ 「プ リ ンタを使用する前に」 のセクシ ョ
ンの 「ロール紙の装着」 （13  ページ） にある説明に従って ください。 熱転写用リ
ボンを使って印刷する場合は、「熱転写リボンの装着」 （19  ページ） を参照してく
ださい。

印刷画像が異常です。

• 印字ヘッ ドが汚れています。 印字ヘッ ドをク リーニングします。

• 印字ヘッ ドが低温になっています。

• 印刷濃度と印刷速度 （あるいはその両方） を調整してください。 

• 『 ZPL プログラ ミ ング・ ガイド 』 に記載の ^PR ( スピード ) および ~SD ( 濃度 )
コマンド を使用してく ださい。 

• 『EPL プログラマ・ガイ ド』 に記載の D ( 濃度 / 密度 ) および S ( スピード ) コ
マンドを使用してください。 

• 「フ ィード ・ボタン・モード」 （88  ページ） に記載の 6 回点滅シーケンスを使っ
て、 手動で印字濃度を調整します。 

• Windows のプリ ンタ ・ ド ラ イバまたはアプリ ケーシ ョ ン ・ ソフ ト ウェアはこ
の種の設定を変更してしま うので、 印字品質の最適化を行うには変更が必要
です。

• 使用中の用紙は、 プリ ンタ と不適合です。 アプリ ケーシ ョ ンに適切な用紙を必ず
使用してください。 常に Zebra が認証したラベルと タグを使ってください。

• 印字ヘッ ドが磨耗しました。 印字ヘッ ドは消耗品で、 用紙と印字ヘッ ドの間の摩
擦によって磨耗します。 承認されていない用紙を使用する と、 印字ヘッ ドの寿命
が短くなったり、 損傷するこ とがあ り ます。 印字ヘッ ドを交換してください。

• プラテンのク リーニングまたは交換が必要な可能性があ り ます。 以下の理由で、
プラテン ( ド ラ イバ ) ・ ローラーがまっすぐ動作していない可能性があ り ます。

• 表面に異物が付着している、 

• ゴムの表面が研磨され、 すべりやすくなった、 または

• カッ ターなどによって、 通常は平坦な印字表面に傷が付いた。
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ラベル上に縦線状の印刷ヌケがあります。

• 印字ヘッ ドが汚れています。 印字ヘッ ドをク リーニングします。

• 印字ヘッ ド ・ エレ メン トが損傷しています。 

印刷がラベルの印字基点から開始しないか、 1 から  3 枚程ラベルが誤印
刷されます。

• 用紙が正し く通っていない可能性があ り ます。「プ リ ンタを使用する前に」 のセク
シ ョ ンの 「ロール紙の装着」 （13  ページ） にある説明に従ってください。

• プリ ンタをキャ リブレートする必要があ り ます。 このセクシ ョ ンの 「フ ィード ・
ボタン ・ モード」 （88  ページ） に記載された 2 回点滅シーケンスを参照してくだ
さい。

• ZPL ラベル ・ フォーマッ ト  - 正しい用紙センサーが有効になっていない可能性が
あ り ます。 マニュアル ・ キャ リブレートで、 使用中のラベルの用紙検知方法を選
択します ( 『ZPL プログラ ミ ング ・ ガイ ド』 の ^MN コマンドを参照 )。

• ZPL ラベル ・ フォーマッ ト  - Y 印字基点 (^LT) コマンドがアプリ ケーシ ョ ンに対
して正し くセッ ト されているか確認して ください ( 『ZPL プログラ ミ ング ・ ガイ
ド』 を参照 )。

• EPL ラベル・ フォーマッ ト  - ラベルの取り 外し 、黒線または切れ込み検知、ギャッ
プ / 透過式検知用の正しい用紙センサーが有効になっていない可能性があり ま
す。マニュアル・ キャ リ ブレート で、使用中のラベルの用紙検知方法を選択しま
す ( 『EPL プログラマ ・ ガイ ド』 の O および Q コマンドを参照 )。

• EPL ラベル ・ フォーマッ ト  - ラベル長の設定 (Q) コマンドが用途に応じて正し く
設定されているこ とを確認します ( 『EPL プログラマ ・ ガイ ド』 を参照 )。

ZPL ラベル ・ フォーマッ トが送信されていますが、 プリンタで認識され
ません。

• プリ ンタは一時停止モードになっていませんか？その場合は、 フ ィード ・ ボタン
を押して ください。

• ステータス  LED がオンまたは点滅している場合は、「ステータス ・ ランプの見方」
（78  ページ） を参照してください。

• データ ・ ケーブルが正し く インス トールされているのを確認してください。

• 通信上の問題が発生しています。 まず、 コンピュータで正しい通信ポートが選択
されているのを確認します。「プ リ ンタを使用する前に」 のセクシ ョ ンの 「プ リ ン
タにプ リ ンタ ・ ド ラ イバーおよび通信をインス トール」 （31  ページ） を参照して
ください。

• プリ ンタ上の正しいフォーマッ トおよびコン ト ロール ・ プレフ ィ ッ クスが、 ZPL
プログラ ミ ング ・ ラベル ・ フォーマッ トで使用しているものと一致しているこ と
を確認します。 デフォルト ・ フォーマッ ト  (COMMAND CHAR) はキャレッ ト  (^)
文字で、 コン ト ロール (CONTROL CHAR) はチルド  (~) 文字です。 設定ステータ
ス ・ ラベルの印刷結果で文字を確認します。 「フ ィード ・ ボタン ・ モード」 （88
ページ） に記載された 1 回点滅シーケンスを参照して、このラベルを印刷します。
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EPL ラベル ・ フォーマッ トが送信されていますが、 プリンタで認識さ
れません。

• プリ ンタは一時停止モードになっていませんか？その場合は、 フ ィード ・ ボタン
を押して ください。

• プリ ンタによるラベル・ ディ スペンサが有効な場合、 プリ ンタはラベルが取り 外
されるのを待っている可能性があり ます。ライナー / 透過式用紙をラベル・ ディ ス
ペンサ・ メ カニズム  ( ピーラ ) に正しく 通しておかないと 、 ラベル・ ディ スペン
ス・ モード が正しく 機能しません。 詳細は 「ラベル ・ディ スペンサ ・ オプシ ョ ン」
（50  ページ） を参照してく ださい。

• ステータス  LED がオンまたは点滅している場合は、「ステータス ・ ランプの見方」
（78  ページ） を参照してください。

• データ ・ ケーブルが正し く インス トールされているのを確認してください。

• 通信上の問題が発生しています。 まず、 コンピュータで正しい通信ポート  (USB)
が選択されているこ とを確認します。「プ リ ンタを使用する前に」 のセクシ ョ ンの
「プ リ ンタにプリ ンタ ・ ド ラ イバーおよび通信をインス トール」 （31  ページ） を参
照してください。
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マニュアル ・ キャリブレート  
事前に印刷されている用紙を使用する場合、 またはプ リ ンタが正し く自動キャ リブ
レート しない場合には、 マニュアル ・ キャ リブレート をお勧めします。

1. 用紙が装着されているのを確かめます。

2. プリ ンタ電源を入れます。

3. 緑色のステータス ・ ランプが 1 度、 2 度、 そして 7 度点滅するまでフ ィード ・ ボ
タンを押したままにしてください。 フ ィード ・ ボタンを離してください。

4. 使用されているラベルのライナーに対する用紙センサーがセッ ト されます。 この
調整が完了する と、 ラベルが印字ヘッ ドの位置に来るまでロールが自動的に進み
ます。 用紙センサー設定のプロファイル ( 下の例のよ うな ) が印刷されます。 完
了する と、 新規の設定がメモ リに保存されて、 プリ ンタの正常運転が可能になり
ます。

5. フィ ード ・ ボタンを押します。 ブランク ・ ラベルが 1 枚、 送られます。 これが起こ
らない場合は、デフォルト 値に戻して  ( この章で後述する「 フィ ード・ ボタン・ モー
ド 」 の 4 回点滅シーケンスを参照 ) プリ ンタを再キャリ ブレート してく ださい。

注記 •  マニュアル・キャ リブレート を実行する と、自動キャ リブレート機能が無効に
なり ます。 自動キャ リブレートに戻るには、 プリ ンタをデフォルト値に戻します ( こ
のセクシ ョ ンの 「フ ィード ・ ボタン ・ モード」 （88  ページ） にある  4 回点滅シーケン
スを参照 )。
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ト ラブルシュート ・ テス ト  

設定ラベルの印刷 

プリ ンタの現在の設定のリ ス ト を印刷するには、 このセクシ ョ ンで後述する 「フ ィー
ド ・ ボタン ・ モード」 （88  ページ） の 1 回点滅シーケンスを参照してください。
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再キャリブレート  

ラベルがスキップするなど、異常な兆候が現れた場合は、プリ ンタを再キャ リブレー
ト して ください。 このセクシ ョ ンの 「フ ィード ・ ボタン ・ モード」 （88  ページ） に記
載された 2 回点滅シーケンスを参照してください。

工場出荷時のデフォルト値にリセッ ト  
プリ ンタを工場出荷時のデフォルトに リセッ トする と、問題が解決する場合があ り ま
す。 このセクシ ョ ンの 「フ ィード ・ ボタン ・ モード」 （88  ページ） に記載された 4 回
点滅シーケンスを参照してください。

通信診断 
コンピュータ とプ リ ンタの間のデータ転送に問題がある場合は、プリ ンタを通信診断
モードにして ください。 プ リ ンタは、 ホス ト ・ コンピュータから受信したデータの
ASCII 文字とそれに対応する  16 進値を印刷します ( 以下にサンプルを表示 )。 次の手
順に従ってください。 

16 進データ ・ ダンプ ・ モードに入るにはいくつかの方法があ り ます。 

• ~JD ZPL コマンドを使用する方法 

• dump EPL コマンドを使用する方法 

• 起動時に、 フ ィード ・ボタンを押します。 このセクシ ョ ンの 「フ ィード ・ボタン ・
モード」 （88  ページ） に記載された電源オフ ・モードの手順を参照してください。

プ リ ンタは 「Now in DUMP (ＤＵＭＰ  中 )」 ( 以下参照 ) を印刷し、次のラベルの Y 印
字基点に進みます。
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以下は、 通信 DUMP モードの印刷結果の一例です。 印刷結果には、 16 進データ  00h-
FFh (0-255 10 進数 ) が表示されており、各 16 進値に対応する一意の文字がその 16 進
値の上に表示されています。

データ行の間の空白行には、 シ リ アル ・ ポート と  Bluetooth データ処理エラーが記録
されます。 以下のよ うなエラーがあ り ます。

• F = フレーム ・ エラー

• P = パリティ ・ エラー

• N = ノ イズ ・ エラー

• O = データ ・ オーバーラン ・ エラー

診断モードを終了して印刷に戻るには、 プ リ ンタの電源を切ってからまた入れます。
診断モードを終了するも う  1 つの方法は、プリ ンタのコマンド ・バッファがク リ アさ
れ、 「Out of DUMP (DUMP 終了 )」 がラベルに印刷されるまで、 フ ィード ・ ボタンを
押し続ける方法です。
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電源オフ ・ モード  ( 通信診断モード )

プリ ンタの電源を切った状態で、 電源をオンにしながらフィード ・ ボタンを押したまま保持します。 

点滅シーケンス 操作

高速での赤色点滅

ファームウェア ・ダウンロード ・モード  - プリ ンタが高速で赤色点滅を開始すると、

ファームウェア ・ ダウンロード ・ モードに入ったこ とを示します。 フ ィード ・ ボタ

ンを放すと、 ダウンロードのためにプリ ンタの初期化を開始します。 ステータス ・

ランプが赤と緑に交互にゆっ く り点滅するよ うになる と、 プリ ンタはファームウェ

アのダウンロードを開始する準備ができたこ とを示します。 

このプリンタに付属のファームウェア ( およびファイル ) のダウンロード・ユーティ

リティの使用法に関する詳細は、「 プリ ンタへのファ イル送信」（ 47  ページ） を参

照してください。 お使いのプリ ンタのファームウェアの更新が提供されている場合

は、 以下の弊社 Web サイ トの Zebra に掲載されます。
www.zebra.com

琥珀色
通常の操作モード  - プ リ ンタは通常のプ リ ンタ初期化作業を継続します。 こ こで

フィード ・ ボタンを放すと、 ファームウェアはダウンロードせずに、 通信診断モー

ドでの操作も行わずに、 通常の起動が行われます。

緑色

通信診断 ( ダンプ ) モード  - プ リ ンタのステータス ・ ランプが緑になってすぐに

フ ィード ・ ボタンを放します。 プリ ンタはラベルの Y 印字基点に 「Now in DUMP」
と印刷し、 次のラベルに進みます。 最初のラベルを印刷した後、 プリ ンタは自動的

に診断モードに入り、 続いて受信したすべてのリテラル ・データを印刷します。  

診断モードを終了して印刷に戻るには、 プ リ ンタの電源を切ってからまた入れま
す。 診断モードを終了するも う  1 つの方法は、 プリ ンタのコマンド ・ バッファがク
リアされ、 「Out of DUMP (DUMP 終了 )」 がラベルに印刷されるまで、 フ ィード ・ ボ
タンを押し続ける方法です。
980643-071 改訂 B TLP 2824 Plus™ ユーザー ・ ガイ ド 2013/7/2
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プリ ンタの電源がオンでト ップカバーが閉じている状態で、 フ ィード ・ ボタンを押したまま数秒間保持します。

緑色のステータス  LED が数回連続で点滅 ( フラ ッシュシーケンス ) します。 右側の説明 ( 点滅シーケンスに対す

る操作 ) には、 特定の回数を最初に点滅させてボタンを放したときに、 次の点滅シーケンスが開始する前に起こ

る内容が示されています。

点滅シーケンス 操作

*
設定ステータス  - 詳細なプリ ンタ設定ステータス ・ ラベルを印刷します。 このラベルは、

印刷の検証、プリ ンタ とコンピュータの通信設定のサポート、保守、 ト ラブルシューティ

ング、 カスタマ ・ サポート業務で使用するこ とができます。

*
**

標準の用紙キャ リブレート  - プリ ンタは用紙タイプや用紙の長さを検出、設定します。ま

た、 装着した用紙への印字性能を最大限高めるために、 用紙センサーを調整します。 プ

リ ンタが 1 ～ 4 枚のラベルをフィード します。

注記 ： Zebra EPL デスク ト ップ ・ プ リ ンタを使い慣れたユーザーは、 起動時の AutoSense
キャ リブレートの代わりにこのフィード ・ モードを使用します。

*
**
***

シリアル・ポートの設定 - シ リアル・ インターフェイス ・ポートのあるプリ ンタにのみ適
用されます。

通信パラ メータのリセッ トには：LED が高速で琥珀色と緑色に点滅している間に、フ ィー

ド ・ ボタンを押して放します。

自動ボー同期化 ： LED が高速で琥珀色と緑色に点滅している間に、 ^XA^XZ コマンド ・

シーケンスをプリ ンタに送信します。 プリ ンタ とホス トが同期化される と、 LED が緑色

の持続点灯に変わり ます。 注 ： （自動ボー同期中は、 ラベルが印刷されません。）

*
**
***
****

工場出荷時のデフォルト  - プリ ンタを工場出荷時のデフォルト設定とモードにリセッ ト

します。 このフ ィード ・ モード ・ オプシ ョ ンの影響を受ける主な設定のリ ス トは、 設定

ラベルを参照してください。 プログラ ミ ングによって独自に設定、 表示、 制御される他

の設定も リセッ ト されます。 そしてプリンタが標準の用紙のキャ リブレート を行います。

プリ ンタが工場出荷時設定値モードに入る と、 ステータス ・ ランプが三 (3) 秒間、琥珀色

になり ます。 この間に、 以下の 2 つを行ってください。 何もしないとプリ ンタは上記のよ

うに工場出荷時のデフォルト を自動的にリセッ ト します。または、 フィードボタンを押し

たままにする と、 ネッ ト ワーク ・ プ リ ンタ ・ オプシ ョ ン付きのプリ ンタに対応する  工場

出荷時のデフォルト ・ リセッ ト ・ モードになり ます。  最初の点滅の後にボタンを放すと、

ネッ ト ワーク工場オプシ ョ ンのみを リセッ ト します。 2 番目の点滅 (2 つの点滅 ) 後にボタ

ンを放すと、 プリ ンタ ・デフォルトのみを リセッ ト します。 3 番目の点滅 (3 つの点滅 ) の
後にボタンを放すと、 プリ ンタ とネッ ト ワーク設定の両方を リセッ ト します。

*
**
***
****
*****

印字幅調整 - 最小印字幅で始ま り、プリ ンタの最大印字幅で終わる  4 mm ずつ増分する連

続ボッ クスを印刷します。 プリ ンタが該当する最大印字幅に達したら、 フ ィード ・ ボタ

ンを 1 度押します。 プリ ンタ ・ ド ラ イバとアプリ ケーシ ョ ンによって、 この設定を無効

にするこ とができる点に注意してください。

*
**
***
****
*****
******

印字濃度 ( 密度 ) 調整 - 最低濃度 ( 印字密 / 温度 ) から始ま り、 プリ ンタの最高濃度まで

を、 ZPL 濃度設定範囲値を使用して、 4 ずつ増分し、 連続するバーコード ・ シ ミ ュレー

シ ョ ン ・パターンを印刷します。 パターンが正し く印刷されたらフ ィード ・ ボタンを押

します。 濃度設定を連続的に上げないでください。 バーコードの線が崩れて、 解読でき

なくな り ます。 プリ ンタ ・ ド ラ イバとアプリ ケーシ ョ ンによって、 この設定を無効にす

るこ とができる点に注意してください。

*
**
***
****
*****
******
*******

用紙のマニュアル・キャ リブレート  - プリ ンタは詳細なテス ト を実行して、用紙タイプと

用紙の長さを検出、 設定します。 また、 装着された用紙の印刷性能を最大限高めるため

に、 用紙センサーを調整します。 事前に印刷されている用紙を使用する場合、 ライナー

に印刷する場合、 またはプリ ンタが正し く自動キャ リブレート しない場合には、 マニュ

アル ・ キャ リブレート をお勧めします。 用紙センサーのグラフ ィカル ・ プロファ イルが

印刷されます。詳細および注意点については、「 マニュアル・ キャ リ ブレート 」（ 84  ペー

ジ） を参照してください。

8 回の点滅シーケンス後もフ ィード ・ ボタンを押し続けると、 フ ィード ・ ボタンを放したときにプリンタが設

定モードを終了します。
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プリ ンタのリセッ ト ボタンでプリ ンタまたはネッ ト ワーク  ( 内部プリ ン ト ・ サーバ )
を工場出荷時のデフォルト構成に復元できます。 

リセッ ト ボタンを一 (1) 秒以上押したままにする と、プ リ ンタはリセッ ト手順に入り、
放すまでステータス ・ ランプが 1 秒ごとに点滅します。 適切な時にボタンを放すと、
どのリセッ ト機能を実行するかをプリ ンタに伝えます。以下の表に、 リセッ トモード
と手順を説明します。

リセッ ト ボタンを使用してプリ ンタ とネッ ト ワークを リセッ トするには、 2 つの異な
る リセッ ト ・ アクシ ョ ンを実行する必要があ り ます。 プリ ンタ ・ リセッ ト  ( ボタンを
1 ～ 5 秒押したまま） と、 ネッ ト ワーク ・ リセッ ト  ( ボタンを  6 ～ 10 秒押したまま）。
4 点滅フ ィード ・ ボタン ・ モードを使用してプリ ンタ とプ リ ン ト ・ サーバの両方を同
時にリセッ トするには、「フ ィード・ボタン・モード」（88  ページ） を参照してください。

表 2 • 

秒 説明

0-1 動作なし

1-5 プリ ンタ   プリ ンタは工場出荷時デフォルト ・ リセッ ト を実行しま
す。 工場出荷時デフォルト ・ リセッ ト時に、プリ ンタは設定ラベル
とネッ ト ワーク ・ ラベル ( ある場合 ) を自動的に印刷します。

6-10 ネッ ト ワーク ・ オプシ ョ ン ( 内部プリ ン ト ・ サーバ )  プリ ンタは
ネッ ト ワークへの接続を解除し、工場出荷時のデフォルト ・ リセッ
トがおこなわれます。 工場出荷時デフォルト ・ リセッ ト時に、プリ
ンタは設定ラベルとネッ ト ワーク ・ ラベル ( ある場合 ) を自動的に
印刷します。 プ リ ンタにイーサネッ ト がインス トールされていな
い場合、 ボタンが 5 秒以上押されても、 プ リ ンタは何も実行しま
せん。 

10 以上 プ リ ンタの リセッ ト も、 工場出荷時デフォル トへのプ リ ンタ設定
の変更もなしに、 工場出荷時デフォル ト リ セッ ト機能を終了しま
す。
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付録
このセクシ ョ ンでは、 プ リ ンタのインターフェイス接続に関する情報をお伝えしま
す。
2013/7/2 TLP 2824 Plus™ ユーザー ・ ガイ ド 980643-071 改訂 B

目次

USB ( ユニバーサル ・ シリアル ・バス ) インターフェイス  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 92
パラレル ・ インターフェイス  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 93
イーサネッ ト ・ インターフェイス . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 94
シリアル ・ ポート ・ インターフェイス  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 95



USB ( ユニバーサル ・ シリアル ・ バス ) インターフェイス
92
USB ( ユニバーサル ・ シリアル ・ バス ) インターフェイス

下の図は、プリ ンタの USB インターフェイスに必要なケーブル配線を示したものです。 

プリ ンタには、 USB 2.0 への準拠を保証する 「認定 USB」 マークのあるケーブルまた
はケーブル ・ パッケージが必要です。 

プリ ンタがサポートするオペレーティング・システムおよびド ライバに関しては、
ソフ ト ウェアとマニュアルの CD を参照するか、 または次の Zebra プリ ンタ  Web
サイ トにアクセスして ください。

http://www.zebra.com

USB インターフェイスの詳細については、 次の USB Web サイ トにアクセスして
ください。

Http://www.usb.org

ピン 信号

1 Vbus - N/C

2 D-

3 D+

4 グランド

シェル シールド / 排電ワイヤ

12

3 4
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プ リ ンタのパラレル ・ インターフェイスは、 IEEE 1284-A to 1284-A パラレル ・ イン
ターフェイス ・ ケーブルを使用します。 ホス ト ・ コネク タには DB-25 ピン ・オス ・ コ
ネク タがあ り ます。 このプリ ンタ ・ コネク タは Centronics 型コネクタです。

プリンタ
DB-25
ピン番号

Centronics
ピン番号

DB-25 からから Centronics
（ケーブル）へ（ケーブル）へ

HOST (ホスト)

STROBE~
DATA 0
DATA 1
DATA 2
DATA 3
DATA 4
DATA 5
DATA 6
DATA 7
ACK~

BUSY (ビジー)
PAPER ERR.
SELECT (選択)
AUTOFD~
ERROR~

N/A
N/A
N/A

SIG. GND
SIG. GND
SIG. GND
SIG. GND
SIG. GND
SIG. GND
SIG. GND

STROBE~
DATA 0
DATA 1
DATA 2
DATA 3
DATA 4
DATA 5
DATA 6
DATA 7
ACK~
BUSY

PAPER ERR.
SELECT (選択)
AUTOFD~

n/c
SIG. GND

CHAS GND
+5V

SIG. GND
SIG. GND
SIG. GND
SIG. GND
SIG. GND
SIG. GND
SIG. GND

n/c
ERROR~

SIG. GND
SIG. GND
SIG. GND
SIG. GND
SIG. GND

SIG. GND
n/c
n/c

SELECTIN~

1
2
3
4
5
6
7
8
9

10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25

1
2
3
4
5
6
7
8
9

10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
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このインターフェイスには、 CAT-5 以上の UTP RJ45 イーサネッ ト ・ ケーブルが必要
です。 

次の表は、 ケーブルのピン配列割り当てを示します。

信号 ピン ピン 信号
Tx+ 1 1 Tx+
Tx- 2 2 Tx-
Rx+ 3 3 Rx+
— 4 4 —
— 5 5 —
Rx- 6 6 Rx-
— 7 7 —
— 8 8 —

4

3

2

1

5

6

7

8
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シ リ アル / パラレル・ポートから利用できる最大の電流は、合計 0.75 アン

ペアを超えるこ とはあ り ません。

XON/XOFF 接続手順が選択される と、データ・フローは ASCII コン ト ロー

ル・コードの DC1 (XON) と  DC3 (XOFF) で制御されます。DTR コン ト ロー

ル ・ リード線は無効になり ます。

DTE デバイスの相互接続  プリ ンタは、データ端末装置 (DTE) と して構成

されています。プリ ンタを他の DTE デバイス  ( パソコンのシ リ アル・ポー

ト など ) に接続するには、RS-232 ヌルモデム ( 交差 ) ケーブルを使います。

図 31 は、 必要なケーブル接続を示します。

DCE デバイスの相互接続  プリ ンタがモデムなどの RS-232 インターフェ

イスを解してデータ通信装置 (DCE) に接続される と きは、 標準の RS-232
( ス ト レート ・ スルー ) インターフェイス ・ ケーブルを使う必要があ り ま

す。 図 32 はこのケーブルに必要な接続を示します。 

KDU ( キーボード ・ ディ スプレイ ・ ユニッ ト ) への接続  KDU は DCE プ
リ ンタ接続用に設計されており、 Zebra カスタム ・ シ リ アル ・ ポート ・ オ

ス / メ ス変換アダプタを必要と します。現在 KDU には KDU アダプタが含

まれており、 KDU アダプタの Zebra キッ ト のパーツ番号は、 105934-088
です。

ピン 説明
1 未使用
2 RXD ( データ受信 ) プリ ンタにインプッ ト
3 TXD ( データ送信 ) プリ ンタからのアウ トプッ ト
4 DTR ( データ端末準備完了 ) プリ ンタからのアウ トプッ

ト  -- ホス トからのデータ送信を可能にする信号
5 シャーシ ・ グランド
6 DSR ( データ設定準備完了 ) プリ ンタにインプッ ト
7 RTS （送信要求） プ リ ンタからのアウ トプッ ト  -- プリ ン

タがオンの場合は、 常に有効状態になっている
8 CTS ( 送信準備完了 ) - プリ ンタでは使用されません
9 +5 V @ 0.75 A ヒ ューズ
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プリンタを DCE デバイスに接続 

DB-25S 

コネクタ  
DTE デバイス  (PC) へ 

DB-9P

コネクタ

プリンタへ

DB-9P
コネクタ

プリンタへ

DB-9S 

コネクタ  
DTE デバイス (PC) へ 

DB-9P

コネクタ

プリ ンタへ

DB-9P
コネクタ

プリ ンタへ

DB-25S 
コネクタ  
DCE デバイスへ

DB-9S 
コネクタ  
DCE デバイスへ
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